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  昨年来のコロナ禍のもと 
で、会員各位には如何お過 
ごしでしょうか。 
 この原稿執筆時点では、緊急事態宣言は
解除されましたが、未だ十分な抑制的行動
が重要な段階で、気を緩めている訳にはい
きません。医療従事者へのワクチン接種が
始まりましたが、やはり十分なワクチンが一
般にゆきわたり、集団免疫が、早く獲得され
るように、国をあげて、皆で努力しなければ
いけませんね。 
 そうした中で明るい話題として、オリンピッ
ク・パラリンピックの聖火リレーが始まりまし
た。残念ながら海外からのお客様をお招き
することはできなくなりましたが、世界こぞっ
てこのパンデミックと戦いながら、平和の祭
典として聖火のもとで競い合う。このことを
人類の英知の表われとして、誇りを持って
実行したいものです。 
 ステイホームで家族揃って、或は一人で
ゆっくりと、テレビで同時にいくつもの世界
一を競う競技を観戦する。それもまた素晴ら
しいひとときとして皆で盛り上がろうではあり
ませんか。 ・・・ 2021.3.25  寄稿 ・・・ 
  

  東京会長  挨拶 
   佐藤 信秋 （ ７４期） 

百年に１度の試練 ； 2020年× ～ 2021年？ ～次 ? ? 

 
 
 
 
 
 
 
 

同窓会で 
“ますらお 
  を叫ぶ“ 

まだ  

 来年・２０２２年は  ＜母校創立１３０周年＞   ・・・   三世紀に亘って！     

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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2019年 

2017年 

（127期） 

（125期） 

2018年 （126期） 

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 
Sustainable “ Dosokai ” Goals 

 

   → SURVIVALへ 
 

持続可能な  【 同窓会 】  の未来 

    ↓↓↓ 
～コロナ禍を「サバイバル」～ 

リアルに会える日まで 

→   SURVIVALへ 

Ｓ 

2016年 （124期） 

1954(S29)焼失 
↓  同年 

青山同窓会発足 
↓<1～4期工事> 
1960(S35)完工 

＜創立＞ 
1892(M25) 

 
  ♪青陵♪ 
（中学校歌；1922） 
 

 
   ♪女子入学♪ 
  (1950年； 61期・数名) 
  

 
  男女比；半々 
     全県一区   
  

マスク着/飲食無/短時間 / ノー密で 

 

≪2020年度・東京青山（縮小）総会・幹事会 ； 議事録≫ 
 ・挨拶；佐藤茂・副会長 今年はコロナ禍で諸行事取止めに。 
 ・会務報告；工藤義夫事務局長／会報通常通り、リアル会無。 
 ・会計報告；状況<会計担当追加；川上康夫＋高山佳郎83期）> 
 ・人事；副会長１名交替・・・池一（７４期）→大滝均（７４期） 
 

  
 
 
 
 

  

 ・会運営状況予測 
  ＜年会費；高齢世代漸減、壮青年会員も減少＞ 
  ＜会報郵送減少 → いずれはデジタル化へ＞ 
  ＜今後の総会主催は各卒期毎順次実施、次回90期～＞ 
 

 ◆ 創立130周年；2022年・・・会報に有志の投稿を募集。 以上 
 

 
 
 

 ・今後の予定；２１年度の総会・新人歓迎会は “未定” 
  ＜総会予定 ； ６月１９日（土）昼 ・９０期主催＞ 
  ＜他；偶数月第２火曜の会、１１月ますらお会未定＞ 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
   ＜会計担当；川上康夫（７９期）＞ 年会費２千円の納付先  
  ①郵貯銀行   ；   00150-9-4074  または 
   ②三井住友銀行京橋支店 ・普通  8430640  

＜現校舎＞ 
1999年～ 
（平成11） 

2020.11.28（土） ミニ総会幹事会を敢行 

総会＆歓迎会  ； （2020年コロナで中止）  →  ２０２１年もまだまだ  難しい！？ 
みなさんサバイバルして ・・・ リアルに会える日を、待ちましょう！！ 

   ＜事務担当＞ ～ よろずご連絡など ～ 
  事務局長  ；  工藤義夫（７４期）    090-1704-2413 
  info@tokyo-aoyama.org   ／ plutarchoshannibal@yahoo.co.jp 
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 新潟市出身の作家坂口安吾（１９０６～５５
年）が昭和初期に書いたとみられる未発表
小説の原稿が、東京都内の古書店で見つ
かっていたことが９日、分かった。安吾を研
究する花園大の浅子（あさご）逸男教授（６
９）と文芸評論家の七北（ななきた）数人さん
（５９）が直筆と確認した。美しい姉妹が登場
する愛憎劇。七北さんは「存在も知られてい
なかった作品。安吾の未発表小説が発見さ
れるのは極めて珍しい」と評価、浅子教授は
「後の作品の原型とみられ、安吾の創作の
手法を知る上で大変貴重だ」と話す。 
 

 原稿が見つかったのは昨年１１月。４００字
詰め原稿用紙４１枚にペンで書かれており、
保存状態は良好。タイトルはなく、１枚目に
署名がある。三角関係を発端とするミステ
リー要素の強い復讐（ふくしゅう）劇で、未完
に終わっている。 
 

 安吾が３６～４１年に愛用した原稿用紙で
あること、随筆「かげろう談義」（３９年）に登
場し、「紫大納言」（同）に影響を与えた古典
「松浦宮物語」からの引用などから、七北さ
んは書かれた時期を「３９～４０年ごろ」と推
測。直しが少ないことから「清書中に構想に
変化が生じてやめたのでは」とみる。 
 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
 

 
 
 
  

「坂口安吾 ～ 半藤一利の記述」 
≪文士の遺言なつかしき作家たちと昭和史≫ 

～文士の遺言～  
 

それで並べていた碁石がダダダと落ちる。
２回ほど邪魔しにきました。奥さんは「妬い
ているのよ、あれ」と笑ってましたね。 
■  口癖は「ばっかだねえ」 
  滞在中、安吾さんに「俺の小説を読んだ
ことはあるか」と聞かれました。それで「申
し訳ございませんが、奥さまにお借りして、
『安吾捕物帖』を毎晩読ませていただき、
登場する勝海舟を気に入っております」と、
正直に話しました。作品については話せま
せんでしたが、日本史のことは毎晩話しま
した。このときは「信長」を執筆中で、幕末
も詳しい。彼の口癖は「ばっかだねえ」で、
私が「坂口先生、これは違いますよ」なん
て言うと、「ばっかだねえ」と、のべつばか
にされましたが、本人も、もの凄く歴史を
語りたかったのだと思いますね。私にとっ
ては「ええ、そんなばかな」と思うことばか
り。皇国史観的な日本史は全部嘘なんだ
と徹底的に教わりました。それで日本史は
面白いし、もう一度見直さないといけない
と思わされたのです。 
 １週間、外と連絡は取っていませんでし
た。当時、簡単に電話もできませんでした
から。私が帰ってこないため母親が心配し
て会社に電話したら、「半藤？そんな社員
いないですよ」と返されたそうです。それで、
会社も私のことを思い出したようで、「そう
いえば、桐生の安吾のところに１人行って
いる。帰ってこないじゃないか」と呼び戻さ
れました。ひどい扱いですよ。 
 坂口安吾さんとは会社に入って８日で出
会い、それから２年、付き合いが続きまし
た。安吾さんは野球がうまかったですね。
ポジションは三塁手。私は野球未経験でし
たが、ボート部経験を買われて「おまえは
運動神経あるだろう」と、文壇野球のチー
ムに入れられた。何度か一緒に試合をし
ましたよ。石川達三さんがピッチャーでね。
チームには舟橋聖一さん、永井龍男さん、
北條誠さん……、よく覚えています。 
 安吾さんから「文学は分かるか」と尋ね
られたことがありました。私は文学に疎い
のですが、安吾さんが松本清張さんを評
価していたことは覚えています。１９５３年、
清張さんが「或る『小倉日記』伝」で芥川賞
を取った時のこと。「あれは凄い作家だと
思う。小説だけではなく、ノンフィクションや
他のものも冷徹に書ける。面白い」と、とて
も褒めていました。それで、私もすぐ読ん
だんですが、ひとつも面白くない。ああ、
やっぱり、文学はダメなんだと感じました
ね。しばらく後に、その清張さんと会うとは
思ってもみませんでした。５５年、安吾さん
は亡くなりましたが、まだ社員になったば
かりで、葬式で桐生市までは行けません
でした。正式入社までの１カ月はお使いと
して、安吾さんの他にも作家さんの原稿を
もらいに行きました。       以上 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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“2021年・報道等に見る「青山ゆかりの方」”  ＜前編◆１＞  編集；工藤義夫（事務局） 

≪安吾とは≫ 
本名は坂口炳五、1906年
10月新潟市西大畑通生ま
れ。1955年2月桐生市で
歿48歳。13人兄妹の12番
目の五男。先祖は旧阿賀 
 
  

浦村の富豪の旧家、祖父の代で投機失敗、
父は漢詩家人、政治活動で家財傾く。新潟
中学では近眼で眼鏡が買えず成績降下、２
年で落第。豊山中に転校、東洋大哲学科へ。 
 
 
 

新潟日報社長の
長兄の影響など
で 文 学や 宗教 、
詩歌、日本史にも
目 覚 め る 。 豊 山
中時代は、野球・
角力・陸上に熱中、
走高跳では全国
優勝も。結婚後は、
桐生市にて執筆
活動。夫婦ともに 
酒飲みだった。 
 

 今年物故の“昭和史の語り
部・歴史探偵”半藤一利氏の著
作で「坂口安吾」についての１
章を紹介する。今ではどんな人
物だったか知る人も少なくなっ
た、戦後を代表する大作家たち。
彼らは、「昭和」という時代をい
かに見つめ実際に生き抜いた
のか─。ノンフィクション作家・
半藤一利氏は、元々は文藝春
秋の名編集者としてあまたの
大作家を担当してきました。 
そもそも編集者になった経緯か
らしてユニーク。ボート部員だっ
た大学時代に、高見順原作の
映画に撮影協力したことから
「たった一度の縁」にもかかわ
らず高見順氏の後押しを頼っ
てみたり入社８日目には、坂口
安吾の原稿取りに行かされ、
原稿がもらえずそのまま１週間
坂口 邸 に泊 ま り込む 事 態に
なったり、破天荒な経緯を経て
始まった若き頃の編集者人生。 
 

 入社当時の文藝春秋は社員が７０人しかい
ませんでした。それなのに会社が上り調子で、
出す本は何でも売れましたから、もの凄くこき
使われましたね。４月１日入社なのに、「おまえ
たち、どうせやることないだろう。給与も出すか
ら来い」と言われて、３月１日から出社しました。 
  ８日目くらいに、群馬県桐生市にある坂口安
吾さんの自宅に行くことになりました。それも偶
然で、私が酒を飲めるから。原稿もできている
から、取りに行くだけと聞いて出掛けました。 
 名刺も持たずに、「文藝春秋から来ました、
半藤です」と挨拶すると、安吾さんは「どういう
字を書くんだ」と尋ねてきて、紙に書いて伝え
ました。お互いに疑いもしない。素人で、かしこ
まらなかったのが良かったのかもしれません。 
  原稿はできていませんでしたが、到着したと
きはすでに夕方です。困惑した私を見て、奥さ
んの三千代さんが「泊まってらっしゃいよ。ごち
そうしてあげるわよ」と声を掛けてくれ、１晩の
つもりが、結局１週間滞在しました。初対面に
もかかわらず、奥さんが料理を作ってくれて、
毎晩３人で晩酌です。安吾さんは大酒のみで、
冷酒派。私は燗してもらって飲みました。 
  安吾さんたちは静岡県の伊東から桐生に移
住していて、ちょうど１年経った頃でしたね。場
所柄、来客も少なかったようで、寂しくしていた
ところに私が訪ねてきた。三千代さんは妊娠し
ていてその年の夏、綱男くんが生まれています。
奥さんが大変な時だったから、安吾さんも退屈
だったのかもしれませんね。昼間は毎日、安吾
さんと映画館に行きました。当然、一行も書い
てない。安吾さんに「だいぶ、おできになりまし
たか」と尋ねても「もうすぐだ、もうすぐだ」と濁
されました。三千代さんは向島の料亭の娘さん
で、地元が一緒。話も合いました。碁を習い始
めたというので、私は安吾さんが２階で執筆し
ている間、奥さんと碁を打っていました。すると、
どてらを着た安吾さんが階段を下りてきて、ト
イレかなと思ったら碁盤の上をまたぐんですよ。 

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

入社早々に坂口安吾の自宅で1週間 “同居”  
       喜怒哀楽のサラリーマン時代  
  ≪作家・半藤一利 ；週刊現代  2017/5/16≫ 

半藤一利   

◆向島生、長岡疎開、長岡中３ 
→浦和高→東大文学部→文春社   

（２ ） 

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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「坂口安吾の未発表小説見つかる 
 ～残酷な遊戯・花妖」 として 刊行  
        2021.02.10   新潟日報社 

https://bookclub.kodansha.co.jp/


「火坂雅志・急逝」による未完の
大作完結 … 奇跡の作品を 
  生み出した伊東潤の覚悟 
             2020/12/8(火) 18:00  AERA dot 
. 

 火坂雅志氏と伊東潤氏の共作による長編
歴史小説『北条五代』が発売となった。NHK
大河ドラマ原作ともなった『天地人』などで知
られる火坂氏が、2015年に急逝したために
未完となった作品を、伊東氏が引き継いで
完結させたものである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 亡くなった作家の未完作品を別の作家が
書き継いで完成させるケースは極めて珍し
い。『北条五代』は、初代・早雲から最後の
第五代・氏直に至る100年に及ぶ北条氏の
興亡を描いた大河巨篇。北条氏五代に渉る
歴史を描いた作品は、おそらく初めてだろう。 
文芸評論家の菊池仁氏からは、「火坂さんと
伊東さんの執筆魂が宿ったような迫真の出
来。これを快挙といわずして何を快挙という
のか」 同じく末國善己氏からは、「本作品に
は、日本の閉塞感を打ち破り、未来を切り開
くためのメッセージに満ちている」と、高い評
価を得ている。どんな思いで書かれたのか。
伊東氏に執筆にいたる経緯と本作に込めた
想いを聞くと、縦横に語りつくしてくれた。 
＊  ＊  ＊   ＊  ＊  ＊  ＊  ＊   
◆いよいよ大作『北条五代』が発刊されます
ね。今のお気持ちをお聞かせ下さい◆ 
 故火坂雅志氏の執筆開始から10年余、私
が第二部を引き受けてから5年余という長い
プロジェクトになりました。私の担当部分だ
けでも、これほど長い小説を書いたことがな
かったので、まさに未知の領域でした。しか
も火坂 さんの 後を 引 き継 ぐ という プレッ
シャーも相当ありました。 

 今回、『北条五代』というサーガの基軸とな
る作品が上梓され、まずそれから読んでほし
いですね。続いて五代の流れを掴んでほしい
ので、実録本『戦国北条記』（PHP文芸文庫）
をお読み下さい。「逆の方がいいんじゃない
か」と思う方がいるかもしれませんが、さすが
に最初から実録本はハードルが高いので、
小説から入った方がよいと思います。実録本
には、板嶋恒明氏と共著『北条氏康 関東に
王道楽土を築いた男』（PHP新書）もあり、余
裕があればそちらも目を通しておいて下さい。
『戦国北条記』との重複はさほどありません。
続いて火坂さんの早雲像と私の早雲像の違
いを知っていただくため、『黎明に起つ』と『疾
き雲のごとく』（講談社文庫）をお読み下さい。
『黎明に起つ』は早雲視点で描いた一代記、
『疾き雲のごとく』は早雲に関わった人物の視
点から描いた連作短編集です。以降は時系
列に沿って自由に読み進めればと思います。 
 

◆◆火坂氏への思いと『北条五代』にかける
覚悟を、伊東氏のエッセイ「衣鉢を継ぐ」から
読み取っていただきたい◆◆ 
 火坂さんのご自宅からは相模湾が臨める。 
 執筆に疲れた時、大好きな日本酒を飲みな
がら、火坂さんがあの海を眺めていたと思う
と、感慨深いものがある。 8年ほど前に某画
伯の旧宅があった土地の一部を買い取り、改
築したというその邸宅は、落ち着いた佇まい
の住み心地のよさそうな家だった。 執筆机
の後ろには広い書庫があり、そこには大量の
書籍が、生前と変わらず並べられていた。そ
れを調べつつ執筆する火坂さんの姿が、目
に浮かぶようである。火坂さんは2015年2月、
急性膵炎でお亡くなりになられた。享年は58。
奇跡的に病状が好転し、退院の予定日まで
決まっていたさなかに突然、訪れた死だった。 
後には奥様が残された。その悲しみを書きつ
づるのは、私の筆の及ぶところではない。た
だ、お二人がいかに仲睦まじかったかは、火
坂さんの手書き原稿を、奥様がすべて清書し
ていた一事からでも推し量れると思う。火坂さ
んは、愛してやまない奥様と閑静なご自宅、
そして膨大な作品群を残し、この世から足早
に去っていった。残された作品群は火坂さん
の確かな足跡であり、いつまでも読み継がれ
ていくべきものである。私も多数の火坂作品
を読んできた。その作品個々の素晴らしさを
語るのは別の機会に譲るが、火坂さんは故
山本兼一さん同様、わたしたち後進の目指す
べき高峰だった。その流麗な文章で書かれた
作品群は、どれもが面白いのはもちろん、凜
としたさわやかさに溢れており、まさに王道を
往く作家としての風格が漂っていた。 
 
 

 それでも何とか完成に漕ぎ着け、こうして
発刊できることは無上の喜びです。手前味
噌ですが、天の火坂さんも喜んでいるので
はないかと思います。 この作品を機に歴史
小説全体が脚光を浴び、火坂さんの諸作品
も再評価されることを祈っています。 
 

◆執筆のきっかけは何だったんですか◆ 
 版元の朝日新聞出版からは『江戸を造った
男』を出していたので、その時の打ち合わせ
で、私が「火坂さんの擱筆は残念だ」と話し
たところ、たまたま私の担当編集が火坂さん
の担当もやっていたので、その無念の思い
を聞きました。それで、どちらともなく「引き継
いで書いたらどうか」という案が出て、とんと
ん拍子に決まったのです。 
 

◆故人の擱筆を引き継いで書く 
        というのは珍しいのでは◆ 
 前例を調べたのですが皆無に近いですね。
お亡くなりになった方の後を生存者が引き継
ぐという例は、極めて少ないようです。『北条
五代』の特徴は、火坂さんが初代早雲、二代
氏綱、そして三代氏康の登場までを書き終
わっていたので、文字通り「書き継ぐ」ことに
なった点ですね。すなわち故人の遺稿を後
進が引き継ぐという正真正銘の「リレー小
説」になったと思います。 
 

◆やりにくいことはありませんでしたか◆ 
 全くありませんでした。北条氏は手の内の
題材なので（笑）。とくに三代氏康のパートは
多少なりとも火坂さんの構想メモが残ってい
たので、それを生かしました。登場する人物
も、できる限り火坂さんが造形したキャラク
ターを使いました。四代氏政以降になるとメ
モもなかったので、自由に書き進めました。 
 

◆たいへんだったことはありますか◆ 
 なかったですね。手慣れた題材だったので、
執筆のモチベーションを保つのは大変でした。
何度も歩いた道をもう一度歩くような感覚で
すね。すでに私には、『黎明に起つ』以外に
も、多くの北条氏関連作品がありますから。
ただし最新情報をアップデイトするという意
味で、今回はよかったです。勉強のし直しで
す。歴史は新事実の発見の連続ですからね。 
 

◆どうして北条氏が好きなのですか◆ 
 専業なので好き嫌いでは仕事をしません。
北条氏に鉱脈を発見したので、サーガ化す
るほど書き続けています。鉱脈とは、誰も踏
み入ったことのない未知の領域という意味で
す。私がデビューした2007年当時、武田信玄
や上杉謙信の小説は数多くあれど、北条氏
を描いたメジャーな小説はほとんどありませ
んでした。せいぜい司馬遼太郎の『箱根の
坂』（講談社文庫）くらいでした。北条五代の
歴史は面白く「どうしてだろう」と思っていたく
らいです。それで北条氏を基軸にして自分の
領域を広げていこうと思いました。このあたり
はコンサル時代に培った事業拡大計画と変
わりません（笑）。そんな経緯から、北条氏を
サーガとして描き始め、その集大成的作品
が『北条五代』になります。今は、当初の構
想をよくぞここまで成長させたと思います。 
 

◆多くの北条氏関連作品を手掛けましたが、
どういう順で読むのがよいのでしょうか◆ 
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＜故・火坂雅志＞ 
  青山８３期   

＜伊東 潤＞   

************************************* 

◆火坂 雅志 氏 （本名；中川） 
 青山８３期 ； 歴史小説家、 
  「天地人」で中山義秀文学賞、 
  ２００９年NHK大河ドラマ化。 
  ２０１５年５８歳で歿。 
◆2008東京青山・新人歓迎会 
  にて講演。 
 ＜戦国武将の 
   武士道～ 
   上杉謙信と 
    直江兼続＞ 

 （３ ） 

“2021年・報道等に見る「青山ゆかりの方」”  ＜前編◆２＞  編集；工藤義夫（事務局） 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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＜各組・幹事９名＞ 

ナウイルスの状況下で未だに新潟で生活し
ています。私は高校時代漕艇部に所属して
いました。ボート競技は、進行方向に背を向
けて、つまりゴールの見えない体勢で進んで
いく競技です。どこまで漕ぎ続ければ良いの
か分からず挫けそうになりますが、それでも
我慢強く漕ぎ続け、ゴールにたどり着きます。
現在の世界の状況も似たようなものでは無
いでしょうか。収束したかと思ったら感染者
が増え、自粛を求められる、この繰り返しで、
疲弊している方達も飲食業界、医療関係者
を中心に多いと思います。しかし、いつか終
わりは来ます。いつかはゴールにたどり着き
ます。それまでは我慢強く、励まし合いなが
ら進んでいくしかありません。我々128期幹
事も、9名で力を合わせて、ゴールのない同
窓会活動に励んで行けるよう精一杯頑張り
ますのでどうかよろしくお願いします。 
************************************* 
 

＜山田 健二～８組クラス幹事＞ 
 第128期8組クラス幹事を務めることになり
ました、山田健二と申します。東京大学理科
一類に在籍しています。大学では、理系科目
を中心として幅広い分野の学問に触れなが
ら勉学に励んでいます。学部2年の夏に進学
選択を控えていますが、ＡＩ 関連分野に関心
があり、工学部への進学を視野に入れてい
ます。大学入試では志願者が一つの共通の
目標(志望校)に向けて点数を競っていました。
しかし大学入学後は点数だけで比べられる
ことはなくなり、それぞれが自己実現に向け
て異なる目標を追うことになります。今年度
は新型コロナウイルスの影響により、今なお
多くの講義がオンライン形式で開講されるな
ど、思い描いていた大学生活とは程遠いも
のとなってしまいました。しかし、このような
状況下だからこそ得られる学びを積極的に
求めていきたいです。我々第128期幹事一同、
互いに協力し、同窓会活動に携わっていく所
存です。今後ともよろしくお願いいたします。 
************************************ 
 

＜金田  菖～９組クラス幹事＞ 
 この度、東京青山同窓会128期9組幹事を
務めさせていただくことになりました、順天堂
大学医学部の金田菖です。菖蒲の薫る頃に
生まれたということで、菖蒲から音と一文字
を取り、菖と書いてあやめと読みます。新型
コロナウイルスによる未曾有の状況で始まっ
た大学生活ですが、弊学では一般教養が無
事終わり、基礎医学の講義が始まろうとして
います。また、人体病理病態学の研究室で
は基礎研究を学ばさせていただいています。
いつか新潟に戻って地域医療の一端を担い
たいと思っています。高校では水泳部に所属
して、副部長を務めていました。在学中は折
に触れて、水泳部のOB会である青山水友会
の諸先輩方を始め、同窓会の皆様から様々
なご支援を賜ったこと、とても感謝しておりま
す。今後は我々128期もOB・OGとして、後輩
の支援や青山同窓会の歴史を受け継いでい
く所存です。至らない点も多いと思いますが、
何卒宜しくお願いいたします。 
順天堂大学医学部1年     金田菖(128回卒) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 * 

 

＜真貝 香子～１組クラス幹事＞ 
 第128期1組クラス幹事を務めることになりま
した、真貝香子と申します。現在学習院大学
文学部心理学科に在籍しています。この学科
では1年次から認知心理学や発達心理学など
の専門科目を履修することができるため、
日々これらの専門科目を中心に勉学に励ん
でおります。私は1人で悩みを抱え、苦しんで
いる人々を助けたいという思いから、将来心
理学を専門とした職に就きたいと考えており
ます。現在新型コロナウイルスの影響で活動
に参加することができませんが、状況が落ち
着きましたら学生セラピストなどの活動に積
極的に参加したいと考えております。またこの
半年間思い描いていた大学生活を送ることが
できず悔しい思いをしてきました。しかし、この
状況をチャンスと捉え、今しかできないことや
今だからこそできることを考えながら果敢に挑
戦していきたいと思います。最後になりますが、
我々128期幹事一同、横の繋がりを大切にし、
同窓会活動に貢献できるよう努めて参ります。
未熟者ですが、今後とも宜しくお願い致します。 
************************************ 
 

＜横山  優太～２組クラス幹事＞ 
 東京青山同窓会第128期 ２組 横山優太  
第128期2組クラス幹事を務めることとなりまし
た、横山優太です。現在、横浜国立大学都市
科学部都市社会共生学科に在籍しています。
新型コロナウイルスの流行拡大により、社会
は誰一人として予想していなかった方向へ向
かっています。このような情勢の中だからこそ、
大学生である自分自身がしたいこと/できるこ
と/すべきことを考え、行動に移す力が求めら
れているようにも感じます。私自身、大学では
体育会スキー部と模擬国連サークルに所属
しており、社会情勢を鑑みた種々の制約に縛
られながらも常に挑戦を続けています。今後
は青山同窓会の一員として、ヨコのつながりと
タテのつながりのさらなる強化のために尽力
していく所存です。よろしくお願いいたします。 
************************************ 
 

＜石川  勝～３組クラス幹事＞ 
 東京青山同窓会第128期 3組 石川勝 
 皆様こんにちは。128期生の石川勝です。現
在、東京学芸大学中等国語専攻科に進学し、
中等国語教員を目指して日々精進しています。
高校時代では柔道部に所属、日々練習に明
け暮れました。身体を鍛え、技を磨き、精神を
強くする「心技体」は部活動から学びました。
勉学の面でも優れた授業を行う先生方、日々
努力を怠らない同級生に刺激をもらったおか
げで今があると思っています。2020年は新型
コロナウイルスの影響が東京では特に大きく、
早くから東京に越してきた私にとってはとても
苦しい一年でした。初めての環境で一人暮ら
しは不安がとても大きかったです。そこで、私
はこの時期を利用して新しくSNSのアカウント
を作りました。人とのかかわりがどうしても
減ってしまうこのような状況ではSNSはとても
価値を発揮します。私は東京青山同窓会は
人とのつながりを保つとても良い会だと思って
います。ぜひ皆さんとも交流を深められたらと
思っています。どうぞよろしくお願いします。 

よこやま    ゆうた 

しんがい    か こ 

いしかわ     まさる 

わたなべ     なつき 

おごせ      かなこ 

かんけ    こういちろう 

あらい     たいき 

かねだ     あやめ 

やまだ     けんじ 

 

＜生越佳奈子～４組クラス幹事＞ 
◆大学・学部：東京医科歯科大学・歯学部 
◆高校時代部活：合唱部 
 高校まで、習い事として演劇をやっていまし
た。舞台に立って演じることも好きですが、そ
れと同じくらい観劇をするのも好きです。東
京の大学に進学し、こちらで独り暮らしを始
め、東京の劇場でいろいろなミュージカルや
お芝居を観に行けることを楽しみにしていま
した。しかし新型コロナウイルスの影響で残
念ながら期待通りにはなりませんでした。大
学の授業もほとんどがオンライン授業で、
キャンパスにはまだ数えられるほどしか行っ
ていません。実習も延期や中止になって入
学前に思い描いていた学生生活とは程遠い
生活をしていますが、このような時だからこそ
できること、楽しめることもあります。今はこ
の生活を受け入れて、いつか普通の学生生
活を送れるようになることを願いながら頑
張っていきます。 
************************************* 
 

＜渡辺  菜月～５組クラス幹事＞  
 128期の3－5のクラス幹事となりました渡辺
菜月です。今は北里大学の薬学部に在籍し
ています。高校時代は演劇部と写真部に所
属していました。どちらも初心者ではありまし
たが、とても有意義な時間を過ごすことがで
きました。特に演劇部の方は部員とのつなが
りが強く、楽しかったことや辛かったことなど、
たくさんの思い出をつくることができました。
もともと何かを表現することに興味があり、ピ
アノをしたり新体操をしたりしていました。今
でもその思いは変わらず、大学1年生の時か
らダンス部に入ろうと意気込んでいましたが、
COVIT-19の影響でオンライン授業となった
ことや2年生になると薬学部の学生はキャン
パスを移ることにより部活に入れていません。
2年生の時にはすべての講義が対面授業に
なり、所属したい部活やサークルで活動でき
ることを願っています。 
***************************************** 
 

<菅家 康一朗～６組クラス幹事> 
  128期6組幹事を務めることになりました、
菅家 康一朗です。今春から早稲田大学先
進理工学部物理学科に通っていますが、新
型コロナの影響によりほとんど大学へ通学
することができない状況にあります。春から
の新生活をとても楽しみにしていた私にとっ
て自粛のムードが強く新たな交友関係もなか
なか築きにくいこの状況は大変心苦しいです
が、早くこの事態が収まることを心待ちにしな
がら勉学に励んでおります。今年度は実施
できなくて残念でしたが、来年度の青山同窓
会も楽しみにしています。128期幹事全員で
協力して同窓会活動にも力を入れていきた
いと思います。これからよろしくお願いします。 
***************************************** 
 

＜新井 太基～７組クラス幹事＞ 
 128期の7組クラス幹事を務めることになり
ました新井太基です。春から早稲田大学政
治経済学部に通っています。東京での新生
活が始まると意気込んでいましたが新型コロ 



（５） 
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同
窓
会
に
顔
を
出
す
と 

斉
藤
英
四
郎 

 
 

会
長
が
昔 

帝
大
受
験
の
時
は 
 

 
 

信
越
も
上
越
も
な
く
磐
越
を
乗
り 

 
 

 
 

継
い
で
十
六
時
間
も
か
か
っ
た
よ 

 
 

 
 

 

上
野
は
す
す
け
て 

 
 

 
 

 
 

暗
か
っ
た
と
笑
っ
た 

東
京
は
銀
座
も
浅
草
も 

ま
だ
一
面
焼
け 

 

野
原
で 

牛
込
の
神
楽
坂
の
伯
父
の 

 
 

家
へ
は
「山
道
」を
の
ぼ
っ
て
い
っ
た 

 
 

 

ウ
ラ
に
物
理
学
校
の
灯
が
み
え
た 

 
 

 
 

 
 

 

（注
；
現
・東
京
理
科
大
学
） 

 

明
治
の
末 

新
潟
に
帰
省
し
て
伯
父
は 

 

新
潟
中
学
に
一
高
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た 

 
 

そ
の
中
の
一
人 

田
中
耕
太
郎
は
岡
山 

 
 

 

中
学
に
転
校
し
た
が 

一
高
に
入
り 

 
 

 
 

の
ち
に
文
部
大
臣
に
な
っ
た 

 
新
潟
中
学
の
思
い
出
は
松
林
と
ア
カ
シ
ア 

 

の
白
い
花
の
匂
い
と 

グ
ミ
の
赤
い
実
と 

 

そ
の
先
の
砂
浜
と
そ
の
又
先
の 

 
 

日
本
海
だ
け
だ 

 
 

 
 

冬
の
夜
半
町
が
寝
静
ま
る
と
轟
々
と 

 
 

 
 

海
鳴
り
が
聞
こ
え
た 

 

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
新
潟
小
学
校
も 

 

寄
居
中
学
校
も 

父
親
の
日
銀
の 

 
 

社
宅
か
ら
も 

北
朝
鮮
は
見
え
な
い 

 

昭
和
二
十
年
八
月
学
徒
動
員
で 

 

山
ノ
下
の
石
井
精
密
で
魚
雷
を
つ
く
っ
て 

 

い
た
が
中
学
の
陸
軍
の
曉
部
隊
の
本
部 

 
 

か
ら
新
潟
市
の
全
市
民
は
た
だ
ち
に 

 
 

 

２
０
キ
ロ
の
郊
外
に
避
難
し
ろ
と
い
う 

 
 

 

よ
く
わ
か
ら
な
い
命
令
が
出
た 

 

ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
２
９
の
ま
い
た
ビ
ラ
に
新
潟 

 

ほ
か
５
都
市
に 

広
島
長
崎
と
同
じ
新
型 

 
 

爆
弾
を
落
と
す
と 

あ
っ
た
と
い
う 

 

私
は
母
と
弟
と
白
根
の
桃
農
家
へ
野
菜
舟 

 

に
の
っ
て
疎
開
し
た 

祖
母
は
五
泉
へ 

 
 

行
っ
た 

そ
し
て
こ
こ
で
ラ
ジ
オ
に
耳
を 

 
 

 

傾
け
戦
争
に
負
け
た
こ
と
を
知
っ
た 

  

熱
い
真
青
な
空
に
赤
ト
ン
ボ
が
一
機
飛
ん 

 
 

で
き
て
絶
対
に
降
伏
し
な
い
と
ビ
ラ
を 

 
 

 

ま
い
た
が 

誰
も
動
け
な
か
っ
た                                                                                               

  

工
場
も
学
校
も 

誰
も
い
な
く
な
っ
た
が 

 

一
面
の
田
ん
ぼ
は
変
わ
ら
ず
青
々
と 

 
 

 

実
り 

白
砂
青
松
の
新
潟
の
海
は 

 
 

果
て
し
な
く
広
く 

日
が
た
つ
と 

 
 

 

少
し
づ
つ 

い
や
さ
れ
て
や
は
り 

 
 

 
 

新
し
い
生
き
方
を
さ
ぐ
ら
な
け
れ
ば 

 
 

 
 

 

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た 

 

そ
れ
か
ら
の
七
十
年
は
夢
の
又
夢
で
あ
っ
た
が 

  

木
枯
ら
し
一
号
が
今
日
吹
い
た 

 
 

 

国
字
で
凩
と
書
く 

風
の
通
る
山
の
頂
も 

 
 

 

山
の
上
下
と
書
い
て 

峠 

と
よ
む 

 

木
々
の
青
葉
は
紅
葉
に
な
り
枯
葉
と
な
っ
て 

 

地
に
落
ち
も
と
の
木
に
戻
る 
 

 

学
が
成
ら
ず
と
も 

 
 

 
 

 

故
郷
は
帰
る
と
こ
ろ
か 

 

昔 

中
国
の
長
江
の
川
口
の 

カ
ボ
ト
と 

 

リ
ョ
ウ
シ
ョ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た 

 
 

 

そ
こ
で
は 

五
千
年
の
昔
か
ら
ず
っ
と 

 
 

 

変
わ
ら
ず 

川
の
水
を
引
き 

 
 

 
 

 

水
田
を
つ
く
っ
て
稲
を
育
て
て
い
た 

 
 

 
 

 

桑
を
植
え
カ
イ
コ
か
ら
絹
を
つ
む 

 
 

 
 

 
 

い
で
い
た 

茶
も
植
え 

 
 

 
 

 
 

 

ア
ゼ
に
は
枝
豆
が
実
っ
て
い
た 

 

昭
和
十
八
年 

中
学
に
入
る
と 

週
に
２
回 

 

軍
事
教
錬
が
あ
り 

退
役
中
尉
が 

 
 

日
露
戦
争
で
使
っ
た
古
い
３
８
式 

 
 

 

歩
兵
銃
の
打
ち
方 

銃
剣
の
つ
け
方 

 
 

 
 

を
教
え 

月
末
に
は 

 
「行
軍
」し
て
ハ
ン
ゴ
ウ
で
炊
飯
を
し
た 

 
 

秋
に
は
農
民
が
出
征
し
て
い
な
い 

 
 

 
農
家
の
稲
刈
り 

ハ
サ
掛
け
を
し
た 

 

今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
で
ど
こ
へ
も
行
け
な
い 

 

日
本
は
島
国
な
の
で 

文
明
は
海
外 

 
 

か
ら
く
る 
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ 

と
い
っ
て 

 
 

 

西
は
極
楽
浄
土 
食
料
も
宗
教
も 

 
 

 

く
る
が
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く 

        

「病
い
」も
く
る
の
だ 

 

ペ
ル
リ
は 

黒
船
に
銃
と
病
気
の
水
兵
を 

 

乗
せ
て
い
た 

江
戸
の
人
々
は 

 
 

 

地
震 

火
事 

洪
水
よ
り 

コ
レ
ラ 

 
 

 

の
方
が
怖
い
と
い
っ
た 

「田
植
え
は
す
れ
ど 

稲
刈
り
な
し
」 

 

「田
圃
で
お
ぼ
れ
た
」 

な
ど 

 
 

蒲
原
平
野
は 

三
年
に
一
度 

 
 

 

キ
キ
ン
が
あ
り 

来
年
の
田
植
え 

 
 

 
 

の
た
め
に 

娘
を
売
っ
た 

 

衛
生
が
悪
く
メ
ク
ラ
が
多
く 

男
は
三
助 

 

女
は
ゴ
ゼ
に
な
り
三
味
線
を
ひ
い
た 

 
 

 

江
戸
の
遊
女
は
良
寛
が
手
マ
リ
を 

 
 

 

つ
い
て
遊
ん
だ
女
の
子
た
ち
で 

 
 

 
 

 

吉
原
で
は
自
殺
し
な
い
と 

 
 

 
 

 

宿
主
に
人
気
が
高
か
っ
た 

 
 

死
ん
で
は 

親
や
寺
に
申
し
訳
な
い
と 

 
 

 

苦
し
く
て
も
じ
っ
と
我
慢
し
た
か
ら
だ 

 

地
震
と
大
火
で
生
ま
れ
た
家
は
も
う
な
い 

 

“橋
々 

柳 

桜
か
な
”  

と  

う
た
わ
れ
た 

 
 

 

八
千
八
川
も 

な
い 

 

ア
ガ
サ
・ク
リ
ス
テ
イ
は 

「そ
し
て
誰
も 

 

い
な
く
な
っ
た
」と
い
う
小
説
を
書
い
た 

 

今
ふ
り
む
い
て
も
う
し
ろ
に
は
誰
も
い
な
い 

 

世
阿
弥
は
能
の
最
後
に
い
つ
も
書
い
て
い
る 

 
 

「行
方
も
し
ら
ず
な
り
に
け
り
」と 

 

老
子
の
道
教
に
は
「墓
は
い
ら
な
い
」と
あ
る 

 
 

死
は
や
は
り
虚
し
い 

   

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★ 

新
潟
を
遠
く
望
め
ば 

思
い
出
ば
か
り 

 
 
 

少
年
の
日
々
は 

 
 
 
 
 

帰
ら
な
い  

◆
井
上  

菊
雄 

 
  

 
 

 

青
山
五
十
六
期
◆ 

 

読
売
新
聞
社
社
友
。 

福
岡
三
田
会
、  

 
 

 
 

福
岡
広
告
協
会
会
友
、
慶
応
義
塾
社
中
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
岡
長
善
寺
檀
家 

「
納
谷 

喜
郎  

～  

５
９
期
」 

  

５
９
回
の
劣
等
生
の
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。

英
語
の
川
口
宏
先
生
は
、
名
指
し
さ
れ
は
し

な
い
か
と
、
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る
劣
等
生
を

も
萬
遍
な
く
指
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
そ
の
時
も
、
そ
し
て
現
在
で
も
有
り
難

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
蔭
で
不
思
議
に
英

語
が
好
き
に
な
り
、
ひ
い
て
は
ド
イ
ツ
語
ま
で

も
好
き
に
な
り
、
専
門
誌
の
購
読
が
役
に

立
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
先
生
方
、
劣
等
生

で
も
萬
編
な
く
名
指
し
し
て
下
さ
い
。
劣
等

生
も
そ
れ
を
秘
か
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。 

   

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 
 

「
上
村 

嶺
子  

～  

６
８
期
」 

  

高
校
時
代
の
思
い
出
を
一
つ
挙
げ
る
と
し

た
ら
、
美
ヶ
原
高
原
旅
行
で
す
。
高
１
の
夏
休 

 

み
、
１
年
か
ら
３
年
の
数
十
名

と
参
加
で
、
山
登
り
。
景
色
も

素
晴
ら
し
く
、
先
輩
の
話
も

勉
強
に
な
り
、
忘
れ
ら
れ
な

い
楽
し
い
時
間
で
し
た
。 

   

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★ 

 

「阿
部
緑
生
～
７
６
期
」 

  

１
３
０
周
年
に
向
け
て
；
寄

稿
。
16
才
か
ら
の
３
年
間
、
お

世
話
に
な
っ
た
高
校
生
活
に

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
新
潟
高
校
で
は
、
自
分
の

能
力
に
ガ
ッ
カ
リ
す
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は

そ
の
学
校
に
居
た
こ
と
が
、
何

か
の
助
け
に
な
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

何
よ
り
も
、
3
年
間
放
っ
て
お

い
て
く
れ
た
事
が
良
か
っ
た
。

３
年
担
当
の
大
橋
禎
助
先
生

（
数
学
）
の
「
全
く
指
示
の
無
い

進
路
指
導
」
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
英
語
の
高
橋 

満
先
生

の
、
試
験
の
後
の
「
ポ
ー
ン
ス

ケ
」
と
い
う
具
体
的
意
味
の
無

い
叱
責
を
い
く
つ
頂
戴
し
た
こ

と
か
・
・
・
。
し
か
し
そ
の
10
年

後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
公
務

員
（
研
究
者
）
に
な
っ
て
英
語

論
文
を
書
く
よ
う
に
な
っ
て

居
た
な
ん
て
、
私
だ
っ
て
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

新
潟
高
校
と
そ
の
先
生
方
に

は
、
そ
の
「
放
し
飼
い
の
方
針
」

に
感
謝
し
て
、
失
礼
な
が
ら
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
す
れ
ば
、

最
終
的
に
「
＋
１
」
。
今
年
70

才
に
な
っ
て
み
て
、
そ
の
新
潟

高
校
と
先
生
方
に
心
よ
り
感

謝
申
し
挙
げ
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

青
山
76
回
卆 

阿
部
緑
生 

 

（笛
吹
中
央
病
院
医
師
／ 

 
 

福
島
県
立
医
科
大
学
卒
） 

 

◆
井
上  

菊
雄 

 
  

 
 

 

青
山
五
十
六
期
◆ 

 

読
売
新
聞
社
社
友
。 

福
岡
三
田
会
、  

 
 

 
 

福
岡
広
告
協
会
会
友
、
慶
応
義
塾
社
中
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
潟
長
善
寺
檀
家 

新
潟
を
遠
く
望
め
ば 

思
い
出
ば
か
り 

 
 
 

少
年
の
日
々
は 

 
 
 
 
 

帰
ら
な
い  

   ◆◆◆◆◆◆◆   



大越健介のインタビュー； 
 

  南場智子（DeNAオーナー）に聞く 

  「コロナ禍のプロ野球」 
 

      NHK Sunday Sports   2020.9.27 
 

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

大越；２年半のこの番組（NHKｻﾝﾃﾞｰｽﾎﾟｰﾂ2020）
は今日が最後。今後は、NHKスペシャル等担当。 
 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
今日は、ＩＴ企業の経営者でプロ野球球団のオー
ナーでもある南場智子さんのインタビューです。な
ぜスポーツに魅せられたか、コロナ禍の厳しい状
況をどう乗り切ろうとしているかなどを聞きました。 
 

＜インタビュー＞ ； 約１１分間 
DeNA㈱本社を訪問。南場さんは現在、プロ野球
オーナー会議の議長も務めている。 
 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 
南；こんにちは。ようこそ、同郷というか同じ高校で
すものね。 
大；同じ新潟高校の私が１年先輩の間柄です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南；大越さん、有名じゃないですか？しかもすぐに
わかる顔じゃないですか？顔が特徴的というか、
レコグナイザブルですもの。 
大；それは、どういう意味ですか？（笑） 
    笑 ・ ははは、レコグナイザブル！？ 
南：私ね、人にインタビューするのが大好きなんで
す。徹子の部屋じゃなくて、「智子の部屋」をいつ
かやりたいんですよ。 
大；今日は智子の部屋の第１回に呼んでいただい
てありがとうございます。 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆では、本題ですが◆ 
大；南場さんはプロ野球の意思決定の最高機関で
あるオーナー会議の現在議長を務めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南；今年、プロ野球はかつてない危機的とも言え
る厳しい状況です。 
大；しかし、できることから一歩一歩進めてゆこうと
球界をまとめてきました。 
最初は無観客でもいいからやろうよと言ってきまし
たね。いち早く議論を立ち上げてきました。 
南；試合が始まると、無観客でもスポーツが復活
すると、それを見せてくれたのがプロ野球で、ああ、
やっぱり野球・スポーツはいいなあと思いました。 
大；あの時の判断は素晴らしかったですね。 
南；（我々にとっての）プロ野球は不要不急の最た
るものじゃないですか？休みになったとき、仕方な
いなと思いつつ準備はしてきた。野球が始まって
みたら多くの人にすごく元気を与えられたなと思っ
た。不要不急ではあるけれど、いかに多くの人の
“元気玉”になり得るのか、その可能性の大きさを 
 
 
  

すごく痛感した。文化の一部として力強くポジテイ
ブにもなれると思った。 
大；南場さんは、外資系コンサルト企業のマッキン
ゼーに入社し、３６歳で㈱デイー・エヌ・エーを立ち
上げ５名のスタートでした。現在２５５６人（2020.3
末）に。ゲーム事業など幅広い分野を擁している。
2011年、当時赤字続きだった 
横浜ベイスターズを買収。プロ野球は長い歴史と
伝統が古い分だけ、体質も割と古かったり業界で
すが、ITを主体と・した企業がどうしてプロ野球の
業界に参入したのか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南；プロ野球って、１００年の歴史がある日本の財
産・公器＝おおやけのものですけど、私たちユー
ザーの喜び（デライトと私たちは呼んでますが）、
喜びのためにいいサービス・・・ してますが、喜ん
でる姿がインターネットの向こう側で見えないです
ね。喜んでる姿を目の当たりにするというのが、そ
うチャンスに恵まれている会社ではないんですね。
ベイスターズという球団を取得して、満員のスタジ
アムで（最初はそんなに満員ではなかったですけ
ど）、そこでわが球団の選手がホームランを打って、
みんなが立ち上がって、知らない人たち同志ハイ
タッチしてみんなで声をあげて喜んでいる姿を見た
ときに、ああいいなって。人を喜ばせるってこんな
に素晴らしいものなんだって実感した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大；徹底したデータ戦略で新たな観客を開拓して、
観客動員数は去年が最多の２２８万人、４年前か
ら黒字経営になった。－－－しかし、今年は（コロ
ナで）主な収入源である入場料が期待できない。プ
ロ野球全体で１４００億円の損失という試算も出て
いる。球団経営では、無観客でも制限されても明る
い材料ではない・・・どのように乗り越えようとして
いるのか？ 
 

南；何年かに１回は不可抗力というかそういう想像
もしてなかった状況も起きて、普通に興業ができな
いことがあり得るんだって今回学びました。事業が
今年ガクっと下がってるなかで他の事業でも、自分
たちの知見とかスキルを使って、何とか支えたい、
協力したいって、実際に出てくるアイデアはゲーム
発想とかライブストリームの発想とかすごく面白い
んですよ。全部、野球に生きる！スポーツの文化、
野球文化を・・・。歯を食いしばって、マーケテイン
グを導入し、収支の勘定をしっかりして、利益をあ
げてゆく～良いプレーを見せて、価値の高いもの
にして、収益もあげてゆくものにしてやらないとい
けない。ITを駆使して、新たなアイデアでファンをつ
なぎとめてこようと知恵をしぼってきた。 
大；インターネットの仮想空間にスタジアムを再現
した。ファンがアバターとなってスタジアムで応援し
ているような新たな空間を創った。 
一方、インターネットの広がりが心配なこととして、 
 
 

一人一人の世界が小さくバブルの中に一人一人
収まってゆくのが、自分たちの好きな世界だけに
入っていくのはインターネットの弊害みたいなこと
とよく言われますが？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南；インターネットの世界が個々人を孤独にする
という見方には、私は与しなくて、逆に物理的な
制約に拘わらずつながることのできる“温かい”メ
デイアであり、温かい道具というか、例えば、普通
ウイルスというとインターネット上のウイルスを警
戒する訳ですが、今はリアルの世界でのウイル
スでそれを補完するようにインターネットが頑張っ
た。ネットVSリアル、ネットでこうしてるから、バラ
ンスのとれたリアルをとるのではなく、リアル・イン
ターネット・バーチャルが融合して、価値や新しい
遊びを目指してゆく。 
大；そうか、ネットって温かい道具として、コロナの
間どれくらいお世話になったんだろうと痛感した。 
南；本当にネットのない世界はちょっと私には厳し
いものだと思う。今月から、観客収容人員を半分
にまでに増やした。オーナーは、人と空間を元気
にする文化だと。私は経営者としてすぐそういうと
ころで考えてゆくが、もっともっと大きくできる、か
なりの歴史と伝統を持つものであるにも拘わらず、
まだまだ原石っていう感じがする。磨けばもっと
輝きを持つ世界と。はい、ポテンシャルは大きい
ですね。コロナはもちろんない方が良かったけど、
あったからにはプラスにしていかなきゃいけない
と。何か拾いものをしてゆかなきゃいけないと。そ
の大きな拾いものが前向きな一体感だと思う。 
大；最後に、いま首位に大きく水をあけられてい
るチームについて聞くと、 
南；本当に情けない！！ もうちょっと勝ちたいで
すね！ 日曜の夜に負けると次の日がお休みで
４８時間機嫌が悪い（笑）！ だから、日曜日はお
願いしますよ！ホントに思いますよ。 
大；今日はありがとうございました。 
 

◆ 大越 ； あとがき ◆ 
バーチャルであれ、リアルであれ、あるいはその
融合系であれ、その先に喜ぶ姿を見たいというの
が南場さんの考え方でした。  以上 
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おふたりは、東京総会で講演されました。 
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～ 動画はNHKオンデマンドなどで ～    



「NHKスぺシャル・パンデミック激動の 
 世界」 が伝える社会への視座 
＜大越健介キャスターインタビュー＞ 
2020/12/6(日)  ザ・テレビジョン 
 

  （大越健介 ； 青山８８期） 
 

**************************** 
 新型コロナウイルスの感染爆発 
により、変革を迫られている日本 
、そして世界。NHKでは、8月以降、進行する危機
と向き合いながら未来を展望するシリーズ「NHKス
ペシャル パンデミック 激動の世界」を放送して
いる。12月6日(日)には第5回「コロナ禍 米中 新
たな“冷戦”」、20日(日)に第6回「科学立国ニッポ
ンの危機」を放送。コロナ禍が長期化する中で同
シリーズを制作・放送する狙いと番組が目指すも
のについて、取材を担当する大越健介キャスター、
三村忠史チーフプロデューサーに話を聞いた。 
 

―「パンデミック 激動の世界」シリーズ放送 
   の狙いについてお聞かせください― 
◆三村忠史チーフプロデューサー：番組は新型コ
ロナウイルスの出現によってあらわになった国内・
世界の課題をさまざまな角度から検証する大型シ
リーズです。夏から4回放送しています。NHKスペ
シャルの大型企画は、1年ないし2年の準備期間を
経て放送することがほとんどですが、このシリーズ
はまさに今ここにある危機を記録しながら過去を
検証し、未来を俯瞰していくものになっています。
目の前にあるものを記録してコンテンツに含んで
いくスタイルも番組の特長としながら、今後回を重
ねていきたいと思っております。 
◆大越健介キャスター：新型コロナウイルスの感
染拡大について番組化の話が出た春の終わりか
夏の初め頃は、プロデューサーをはじめ、「アフ
ター・パンデミック」というタイトルを考えていました。
しかし現実は、その言葉とそぐわなくなってきまし
た。このパンデミックとは長く付き合わなくてはなら
ない。向き合いながらしっかり検証することで、ア
フター・パンデミックの世界も見えてくるのではない
かと考えています。感染拡大が社会に大きな影響
を及ぼしていますが、光の当て方によって本当に
いろんなものが見えてくるということを、日々の取
材を通して実感しております。走りながらの取材で
すが、現状に、かつ将来に向けてできるだけ多く
のことを指し示す番組にしようと、日々奮闘してい
ます。この番組によって、必ずしも一つの答えが出
るわけではないと思っていますが、視聴者のみな
さんが未来に目を向け、たくさんのことを考えられ
る材料を含む番組を目指していきたいです。 
 

――コロナ第3波も拡大する中、現場取材に
も影響が出ていますか？ 第3回「停滞か変
革か 岐路に立つグローバル資本主義」で
はデジタル・トランスフォーメーション(DX)の
必要を伝えていましたが、取材にも求められ
ていますか？―― 
◆三村：第1・2回については本当に緊急でしたの
で、制作上の都合で大越さんの取材機会を作るこ
とができませんでした。第5回では、台湾に行って
いただくことを模索しましたが、行って2週間・帰っ
て2週間という期間、大越さんを離しておくわけに
はいかないので、リモート取材になりました。 
第6回は、感染対策を十二分にしながらなるべく多
くの研究室などに足を運び、現場で考察していた
だきたいと思っております。 
◆大越：本当は全ての現場に、セルビアでもブラ
ジルでも行きたいですけど、今はそれが許されな
い状況です。それぞれの現地のスタッフが取って
きてくれた素材を、一生懸命編集しています。 
第4回（「問い直される“あなたの仕事”」）で、ライフ
スタイル、ワークスタイルの変化という内容をお伝 
 

えしましたが、私も一人のサラリーマンとして通 
勤がままならず、リモートワークをするようになり、
そんな中でKDDIの研修に参加して、見えてくるも
のがありました。 
 

 実際にインタビューを行うと、デジタルの力をも
のすごく感じます。海外出張に行かなくても取材を
できるのではないかと。DXという概念はもちろんこ
れだけではないと思いますが、デジタルでできるも
のはどんどん代用されていくことを取材現場でも
実感しています。リモート越しであっても通じ合え
るところはあるのではないかと。 
これまでいろんな方と会ってきて、初めてのインタ
ビューではない方もいらっしゃるので、一回目以上
に今回は突っ込んで聞けたという部分もあります。
それも一つの現場感かなと思います。現場にはい
けなくても、臨場感をもって取材をするという方針
は変わっていません。 
 

◆三村CP：捕捉しますと、リモート取材ではなかな
か本音を聞き出せないという風に当初は思ってい
ましたが、第5回で大越キャスターが話を聞いた
方々は、みなさんが本音で話してくださっているん
ですね。デジタル取材の環境に先方が慣れている
のか、逆に話しやすい側面もあるのか、驚くような
米中の本音を語っていただいているので、楽しみ
にしていただければと思います。 
 

―12月6日放送の「コロナ禍 米中 新たな
冷戦」はどんな内容になるでしょうか。― 
◆三村：基本的に、米中対立を見ていきます。念
頭においているのは、国際秩序がどう変わってい
くのかということ。米中が直接しのぎを削り合う現
場だけではなく、影響を受けているセルビア、香港、
渦中になろうとしている台湾、日本も含めて見つめ
ます。米ソ冷戦期のようにイデオロギーで分かれ
ているわけではない、この世界がどうなっていくの
かという現場にカメラを据え、その変化を記録しま
す。巨視的な観点では、大越キャスターがマハ
ティールさんにインタビューをするなど、識者や当
事者に展望していただくという形を取っています。 
◆大越：アメリカと中国のせめぎ合いはいろんなメ
ディアで取り上げられています。先日も米中がア
ジアの海で、あるいは日本の領海において、非常
に緊張した状態にあるということが伝えられました
が、中国という日本の隣人が大きな力を付けてい
るのは間違いない。これまで唯一の超大国と呼ば
れていたアメリカが危機感を持つようになり、その
状況に我々はどうマネージメントするのか。米中と
いう大国が緊張してお互いに向き合うことを必然と
して見ながら、具体的にどんな問題に備えなけれ
ばいけないのか、融和の方に解消するという考え
はあり得るのか、といったいろんな問いかけをする
のが私の役割だと思っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 そのインタビューの相手として、マレーシアのマ
ハティール前首相、あるいは中国の「環球時報」胡
錫進（コ・シャクシン）編集長、台湾の蔡英文総統
のブレーンで、日本でいう内閣官房副長官をこの
前まで務めていた姚人多さん、アメリカはクリント
ン政権時代の国防次官補グレアム・アリソンさん、
そしてイアン・ブレマーさんという国際政治学者に
話を聞いています。ステレオタイプの米中対 
立ではなくて、それぞれが抱える本音の部分を、
じっくりと聞き出す作業をしている最中です。 
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米中がしのぎを削り、それが先鋭化していくという
のは予測できたことではありますが、このパンデ
ミックによって大きく加速した。加速した分、その後
の世界にどんな風に影響を及ぼしていくのかという
ことを、現在進行形を取材しながら、将来を展望す
るような番組作りに奔走しています。 
 

――マハティール前首相を取材対象とした理
由をお聞かせください。―― 
◆三村：マハティールさんは、つい最近、94歳まで
マレーシアのトップを務められていました。アメリカ
や中国などさまざまな大国に対して、マレーシアと
いう決して大きくない国で、非常に難しい国際政治
の舵取りを平和に遂行されてきた。その国際政治
を知り尽くした方に今後の世界の行方を語っていた
だきたいというのが、選択理由です。 
 

――何か日本への提言のようなものは得ら
れましたか？―― 
◆大越：詳しくは番組の中で紹介できたらと思いま
すが、日本の立ち位置は、アメリカと中国の間の緊
張感が力をもって向いてくるところにあり、緩衝地
帯でもあり、アメリカ的な民主主義と、中国の大国
主義、日本は両方の肌触りが分かるところがありま
す。マハティールさんは、中国という国の成長をま
ざまざと見てこられた。それは日本も同じですが、
中国は抑圧的だ、拡張主義を取っているという言
葉で片付けがちなところとは別の視座をお持ちで
す。大きく台頭してきた中国との向き合い方におい
て何が大事なのか、根源的なことを考えられている。
日本もその意味では今大事なポジションだ、と話し
ていました。 
 

――イアン・ブレマーさんの視点は 
          いかがでしたか？―― 
◆大越：ブレマーさんには、10年前にインタビュー
をしまして。当時、アメリカを中心とした西側諸国が
主導する世界が、冷戦終結後はほぼ形作られてい
た中で、アメリカは中心的指導力をこれからどんど
ん失っていくのではないか、そうすると”指導者なき
世界”というカオスになっていくのではないか、とい
うことを「Gゼロ」という言葉を用いて提唱していまし
た。それが非常に新鮮だったのでロンドンまで追い
かけて取材しました。以来、日米関係やアメリカが
絡むような問題に関して、何度かインタビューをし
ています。今回、彼は、Gゼロはとっくに到来したと
考えていました。Gゼロが到来したカオスな状況に
加え、テクノロジーの世界で中国とアメリカが技術
覇権の争いを展開する中で、これからうまくマネー
ジメントしていかなければいけない、という視点で
話してくれています。 
 

――そこに米大統領選の影響はあるでしょう
か？ 
大越：アメリカ大統領選挙の影響はとても大
きいと思います。選挙を通じてアメリカはもの
すごく二極化しました。ものすごく分断された
影響はこれからずっと続くでしょう。―― 
アメリカは、United Statesというように、Unitedを常
に唱えていないとなかなかまとまらない国だと思い
ますが、それがもっと難しくなる。そうするとアメリカ
は、国としてのまとまりを欠いた状態になる。一方、
中国はきわめて効率的に国の力を発揮している。 
 

そういった意味で、力のアンバランスやパワーバラ
ンスの変化は間違いなく起きており、この見方はブ
レマーさんだけでなく、アリソンさんにしても、ほぼ
世界の識者の一致しているところかなと思います。 
 

私たちはそこにどう向き合うのか。日米同盟は絶対
変わらないけれど、中国というスーパーパワーが
明らかに出来上がっている。そこにどうやってマ
ネージメントしていくのか。お隣との付き合いをどう
うまくやっていくのかはものすごく大事ですよね。 
 



「NHKスぺシャル・パンデミック激動の世界」 
  が伝える社会への視座 ・・・前頁～続 
  ＜大越健介キャスターインタビュー＞  
 

************************************ 
―第5回では、国家間対立の視点からコロナ
ウイルスワクチン争奪戦も伝えられます。 
◆大越：難しい問題ですよね。ワクチンの争奪戦
は実際にもう起こっており、先進国がこぞって、
米・欧の開発したワクチンを買いあさっています。
日本もそう。それは国民を守るために当然やるこ
とで、まず自国民優先という争奪戦が起きている。 
独自開発を進めている国もあるけれど、置き去り
にされる国は間違いなく出てくるでしょう。そこにど
うやって手を差し伸べるかという取材を行っていま
す。一つの理想の姿に近い、その取り組みの例を
紹介します。 
 

―主に危機に焦点を当てる番組シリーズとし
て、内容は暗くなりがちかと思いますが光明
を見つけるという思いはございますか？ 
◆大越：番組の作りとしてどうしても、深刻な事態
を直視しなくてはいけないので、深刻な事態の連
打になるところはあります。見ていてものすごく
ハッピーな気分になる番組ではないけれど、そこ
は一つの狙いで、そんなに能天気ではいられない
という現実はちゃんと伝えるべきだと思っています。
ただやっぱり、これまで放送したシリーズ全体がそ
うですが、大きな衝突に発展せずに、共存・共栄を
図ろうよというメッセージは、必ず盛り込んで、深
刻な事態も乗り切ることができるんじゃないかとい
う示唆のようなものは入れていると思います。 
 第二次世界大戦以降、世界的な戦争は起きてい
ないけど、一方では難民が発生したり、テロがあっ
たりという悲劇も重ねられている。その両方をちゃ
んと見なきゃいけない。今、新型コロナのパンデ
ミックという悲劇に襲われていますが、そこは実態
として見ながら、でもこうした危機を乗り越えてきた
歴史もあるよという視座も忘れないというのが番組
の基本姿勢です。 
 

――第4回「問い直されるあなたの仕事」で
は変わっていく労働社会を取り上げました。
常に働き方をアップデートする必要があると
いう内容に感じられた事を聞かせてください。 
◆大越：今、アップデートという、いい言葉を使わ
れたなと思います。アップデートするのがだんだん
しんどくなってきますよね。我々は世代的に追いつ
いていけない部分があるし、だけど一方で背負う
ものは相変わらず大きい。その認識をアップデート
していく努力は、これからの会社の中で生きていく
ためには、どうしてもしなきゃいけない。 
 仕事を続ける人間なら、新しい時代なんて俺は
嫌だということは許されないんだと思います。でも
ちゃんと努力してアップデートしようとしている中高
年の人たちには、共感しますし、温かい眼差しを
注いでいきたいと思います。一方で、すべてのこと
をDXではできない。DXは我々にとって必修科目で
あるけれど、それが全てではない。どういう形であ
れ、私たちはみんな一人ひとりが、社会にとって、
自分にとってエッセンシャルな存在でありたくて仕
事をしています。必修科目ではあるが、絶対では
ないという立ち位置で、DXを活用したいです。 
 

――大越キャスターはずっと報道やスポーツ
番組に携わられてきました。そのお仕事を続
けられてきた中で心にあることお聞かせいた
だけますか。 
◆大越：政治が一番長いのですが、いろんなジャ
ンル、分野を取材してきて思うのは、自分は今ど
の登山道を行っているのかということです。目指 
すのは、結構壮大なことを言うと、次の世代に少 
しでも良い社会を残していきたいということですね。 
 
 

「あっち側の人」だって同じ人間  
  森達也さんの思考回路  
                   2021年1月6日   朝日新聞 
  ◆ 森  達也 ；  映画監督 ／ （青山・８３期） ◆ 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「ああ、あっち側の人ね」。相手の立場や主張に
距離を感じたとき、そんな言葉が浮かびがちです。
でもそのとき「こっち側」とはどんな場所なのでしょ
う？ あっち側と名指しされた人たちと多く向き合っ
てきた映画監督・作家の森達也さんが語ります。 
 

 誰かが誰かを「あっち側の人」だとみなす。その
例として僕が思い出すことの一つは、2001年に起
きた9・11同時多発テロ事件です。 
 あのとき、航空機を乗っ取って米国の巨大ビル
に自爆攻撃したのは狂信的なイスラム過激派の
男たちでした。突撃の直前「神は偉大なり」と叫ん
だに違いない――聞いたわけでもないのに、多く
の人々がそんなイメージを共有しました。「無差別
殺人を正義と信じる残虐で冷酷な男たち」とのイ
メージです。 
 でも、彼らは最期に「お母さん」と叫んだ可能性も
ある。僕はそう想像しました。人ってそういう存在で
もある、と思うのです。 
 あっち側呼ばわりをされる代表例は、反社会的
存在だとみなされた人でしょう。 
 
 なぜあっち側の人たちばかりに関心を持つのか
と、よく尋ねられます。地下鉄サリン事件で知られ
るオウム真理教の信者や、ゴーストライター疑惑
で避難された佐村河内守さん、相模原障害者施設
殺傷事件を起こした植松聖さん・・・・。拘置所で面
会した死刑囚も計８人います。 
 彼らと向き合って受けた共通点ですか？僕らと
同じ人間だ、です。悲しければ泣くし、うれしけれ
ば笑う。もちろん、少し気が短いとか想像力が弱い
などの個人差はあります。でも、「モンスターに
会った」という印象を持ったことはありません。 
 オウム真理教の施設に入り込み、信者の日常を
見つめて抱いたのは、純粋で善良な男女だという
印象でした。ただ、そうした人々の集団が残虐な事
件を起こしたのも確かです。そこにあるギャップは
何なのか。考えるべき課題はそれだと僕は感じま
した。 「凶悪なヤツだから凶悪な事件を起こす」
のではなく、純粋で善良な人間がそのまま残虐な
行為をしてしまうのだと考えないと、人間を理解で
きません。 
 

 誰かをあっち側と呼ぶとき、人は自分をこっち側、
つまり多数派の位置に置きます。自分はあっち側
とは違うと信じている。でもその境界は、とてもあ
いまいです。自分もあっち側にいたかもしれないし、
視点を変えれば、こっちはあっちなんです。 
 コロナ禍の「自粛警察」も、「きちんと我慢する私」
と「我慢しない誰か」を峻別する発想が入り込んで
いないか、気になっています。 
 人間は集団を作らずには生きていけない存在だ
し、集団と集団の間に分離が生じてしまうこと自体
は避けられない。ただ、ある集団を敵視すれば対
立は深刻化します。誰かをモンスター視しないこと。
あっち側の人たちも同じ人間であるとみなす回路
を、閉じてしまわないことです。 
 
 
 
 
 

山が一つあって、その頂きを目指そうとすると、登
山道はいろいろとあり、いろんな道から登ることが
できます。社会が成長し、より良い社会、より豊か
な社会、より公平な社会、そういう理想像を目指す
上では、スポーツもその要素だし、政治はもちろん、
経済活動も、文化活動も、いろんな社会福祉もそ
うです。より良いところを目指そうとする志を持って、
いろんな道からたどることができると思うんです。 
そのために自分が今歩んでいる道は、スポーツ、
報道だったり、「NHKスペシャル」のシリーズを作っ
たりすることですが、目指すところは一緒。少しで
も恥ずかしくない社会を後世に、自分の子どもや
孫に残したいという、その思いで臨んでいます。 
 

――今述べられたことを考えはじめたのは
おいくつくらいのことですか？ 
◆大越：50歳くらいからですかね。そろそろ自分も
そんなに一線でバリバリ働くことができない年齢と
思うと、高度経済成長の良い時代に育ってきた自
分だけが勝ち逃げしてはだめだなと。焦りに似た
気持ちがあります。糸口だけでも残して去りたいと。 
 

――若者への期待感も大きいのでしょう
か？ 
◆大越：最近の若い人たちはすごいと思いますよ。
むしろ私の世代の能天気さがもっとあっていいの
にと思うくらい、みんなかっちりしているし、ひたむ
き。ひたむき過ぎるところを気の毒に思うくらいで
すが、そういう社会にしてしまったのは自分たちの
せいだという思いもあり、複雑です。だから、若者
が少しでもホッとできる社会を作るためのインフラ
作りに役立てたらと思っています。 
 

――最後に、今後予定するテーマについて
教えてください。 
◆三村：コロナ感染拡大の第3波がきてさまざまな
自治体長の方が難しい舵取りの判断を迫られてい
ます。そうした地方と国の役割分担を第3波を記録
しながら何がベストなのかを考えていきたいです。 
2月放送予定は、音楽と芸術とスポーツが不要不
急の中に入れられ、存在意義さえも問われるよう
なことがあったと思いますが、そうしたものがパン
デミックの状況において、もっと掘り下げると私た
ちにとって、何なのかということをあらためて考え
る視点で取材しています。 
そういったラインアップを予定していますが、パン
デミックに影響を受けていないジャンルはなく、
ディレクターの関心もいろんなところに向いていま
すので、月1回くらいのペースで落とし込んでいき
たいと思っています。 
 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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★ トピックス ★ 
  南場智子 DeNA会長が 
 “経団連副会長”に内定 
    ＜２０２１．３．８ 報道＞ 
 

 経団連初の女性副会長となる。経団連は産業界、 
 企業の競争力強化には、人材の多様性が重要で  
 あるとアピールしており、今回の人事で、経団連の 
 女性活用の取り組み姿勢を明確にする。アイデア 
 や発信力には感銘しているとのこと。【青山８９期】 

 

 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

★ NHK記者でTV に出ています★ 
  “成澤 良”～都庁担当 
     ＜２０２０年の夏～＞ 
 

  コロナ報道では 小池知事の会見 
  取材で活躍中  <青山１０５期>  

“2021年・報道等に見る「青山ゆかりの方」”  ＜中編◆３＞  編集；工藤義夫（事務局） 



79回・川上康夫／総会。湯河原から往復３時間かかります。どなたZoomでの対
応ができればいいのですが、対応を検討お願いします。参加者のスマホでZoom
をインストールしていただければ、できます。 
79回・富山浩司／幹事の皆様、日頃の東京青山同窓会の運営ご苦労様です。１
３０周年の折はコロナも収束していることと思われますが、当分は我慢の日々か
と思います。会員皆様のご健勝をお祈り申し上げます。元気な姿で会いましょう。 
82回・日下部朋子／11月28日総会幹事会、了解いたしました。出席いたします。 
83回・木下康司／11.28 総会幹事会は欠席 
83回・高山佳郎／11.28 総会幹事会は出席します。 
84回・星野紹英／11/28の総会、出席します。 今、ネットの地図で場所の検索を
したら、何とか辿り着けそうです。  
88回・今井信一郎／いつもお世話になっています。さて、件名について、いずれ
も欠席させていただきます。よろしくお願いいたします。 
89回・岩野 尚子／いつもお世話になっております。メールいただきました。お声
かけありがとうございます 土曜日は朝からフルタイムで仕事があり，11/28は参
加できません。 
89回・山田敏昭／お疲れ様です。会報ありがとうございました。知らない先輩も
いて、ためになりました。総会ですが、一応予定には入れますが、定員がオー
バーしたら、その旨お知らせください。不参加で構いません。また、会社の予定
が入りましたら、ご連絡いたします。いつも事務局の仕事、ありがとうございます。 
89回・廣川 孝／工藤様 ご無沙汰しています。現在、人生最後の転職で古くか
らの友人の会社で働いています。そのため、メールアドレスも住所も変わりました。 
90回・歌代幸子／転居しました。今年はあいにく同窓会も延期となりましたが、ま
た皆様とお目にかかれますことを心待ちにしております。歌代拝 
90回・森 豊／お世話になっております。会報ご郵送ありがとうございました。こ
れにより総会・幹事会への出席要請ということになるのでしょうか。(その際どなた
に出席を要請されているのか開示はございませんか？) 宜しくお願い致します。 
90回・渡邊修也／11/28 参加します。130周年は、複数卒回合同チームで、参加
人数、スペース、時間Ｍ倍増の拡大版で盛大にいきたいものですね。 
91回・長田 充／11月28日(土)は仕事の都合で東京青山総会＆幹事会には出
席できません。お手数をおかけいたしまして誠に恐縮に存じますが、議決事項の
要旨を後日お知らせいただけましたら、幸甚に存じます。 
92回・前田光俊／11.28は別件あり、欠席です。なかなか収まらぬ新型コロナウイ
ルス禍ではありますが、ご自愛ください。 
99回・君和田俊裕／工藤様  いつもお世話になっております。99回卒の君和田で
す。今春の人事異動で、勤務地と現住所が青森県となりましたのでご連絡申し
上げます。東京から遠く離れてしまい、行事等に参加することが著しく困難になっ
てしまいましたが、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
100回・古川明久／工藤様 ご無沙汰しております。元気ですか？ 去年再婚で
引っ越して、先月双子の娘が生まれました。寝る間もなく奮闘中です。 
101回・浅香美貴／役員の皆様ありがとうございます。何かお手伝いできることが
あればお申し付けください。土曜日は子供の習い事等いろいろあり欠席させてい
ただきます。 
101回・折笠智則／ご無沙汰しております。総会のご連絡を頂きありがとうござい
ました。連絡が遅くなってしまいましたが、今回は諸事情により欠席させて頂きま
す。申し訳ございません。 
101回・片桐朋美／総会は別途用事があり参加できず申し訳ありません。コロナ
がおさまり、来年はお会いできるのを祈っています。 
102回・尾口優子／いつもお世話になっております。102期の尾口優子です！コロ
ナ禍ですっかりご無沙汰してしまい、申し訳ございません汗  私の近辺も大きく
変化があり、相変わらずバタバタと過ごしております。 実は12月末で現職場を退
職することとなり、その引継ぎ等々で忙しくしております。 久しぶりに皆さまにも
お会いしたく、幹事会は出席で返信させて頂きますが、 急な用件で欠席となって
しまいましたら、大変申し訳ございません。 
105回・柳通こずえ／転居しました。 
105回・成澤 良／（NHK記者）都庁担当でコロナ対応に追われる毎日です。
11/28の会に出席できず失礼しました。 
107回・齋藤佳那子／ご連絡拝承。現在、新潟在住。欠席させていただきます。 
111回・西田良一／幹事会の件ですが、当日は(このコロナ禍の中数少ない)仕事
でして、欠席させてください。また、私事なのですが、12月より一年半ほど、機長
昇格訓練（ANA）というキャリアアップのための長い訓練期間となります。一段落
するまでは集まりに出席が難しくなりますので、ご理解いただけたらと思います。
メール等の連絡は引き続きいただけましたら幸いです。 
119回・工藤優衣／卒業し10年が経とうとしています。皆様の活躍が誇らしいで
す。このような状況で少しでも落ち着いたなかで130周年を迎えることができます
ように。 
119回・塙 孝哉／毎号楽しく拝読致しております。今後とも宜しくお願い申し上
げます。郡山市在（勤務医） 
122回・加藤 爾／こちらは忙しいながらも充実した研修生活を送っております。
寒い日が続きますのでご自愛ください。またお会いできる日を楽しみにしており
ます。（新潟市民病院） 
124回・武田恒太／ご無沙汰しております。今回は都合が合わず、不参加とさせ
ていただきます。私事ですが、今春総務省へ入省し、現在静岡県庁へ赴任して
いるところです。新潟や東京とは、気候も文化も異なる静岡での生活を大変楽し
んでおります。本来ならば、静岡から馳せ参じたいところではありますが、このよ
うな時勢に鑑み、参加を見送らせていただきます。また、1.2年後東京へ戻りまし
たときに、是非参加させていただきたく存じます。本会の御盛会と皆様方の御健
康と御多幸を心よりお祈り申し上げます。これからもまたどうぞ宜しくお願いいた
します。 
124回・星 裕菜／今回は欠席とさせて頂きます。どうぞよろしくお願い致します。 
126回・佐藤真生／昨年と同様、今年もちょうど総会、幹事会の日とゼミの総会が
被っており、参加が難しい状況です。申し訳ありません。今年は新入生歓迎会等
の会がありませんでしたが、来年度以降また会が開催できるようになればぜひ
参加させていただければと考えております。今後ともよろしくお願いいたします。 
127回・渡邊眞子／いつもお世話になっております。お返事が遅れてしまい、大
変申し訳ございません。数ヶ月前から、こちらのメールアドレスが迷惑メールでな
いものも迷惑メールに分類するといったことがしばしばありましたので、現在この
メールアドレスを使用していませんでした。その結果、工藤さまからのメールや青
山同窓会関連の連絡を見落としてしまいました。私の不手際によりメールの確認
を怠ったこと、そして工藤さまに現在使用しているメールアドレスをお伝えしてい
なかったことが原因で、大変ご迷惑をおかけしました。誠に申し訳ございません
でした。私たち大学生のことも気にかけてくださり、本当に嬉しかったです。私の
大学では依然としてオンライン授業が続いています。春から実家に帰っていたの
で、現在も新潟から授業を受けています。生活リズムの乱れや孤独感などで苦し
いときもありましたが、新潟高校の仲間と励まし合いながら頑張れております。
南場智子さんのように新しい視点を持って、この困難な時期を大切に過ごしてい
きたいです。このところ全国各地で感染者の急増が見られていますね。新潟でも
高齢者施設や警察署、小学校で集団感染が発生しました。工藤さまもどうぞお
体に気をつけてお過ごしください。同窓会の皆さまとお会いできる日を心から楽
しみにしております。（11月28日開催の幹事会に関するメールも見落としていまし
た。申し訳ございませんでした。欠席させていただきますが、改めてそちらのメー
ルに返信します。） 
128回・新井太基／128期の7組クラス幹事を務めることになりました、新井太基
です。春から早稲田大学政治経済学部に通っています。寄稿文送ります。 
128回・大野恵登／私は後期も全てオンライン授業なので、東京会報をお送りし
ていただく宛先は、実家のほうでお願いします。 
128回・生越佳奈子／128期クラス幹事の生越佳奈子です。自己紹介文送付しま
す。東京医科歯科大学・歯学部在籍。 
128回・佐藤維哉／コロナで、まだ実家でオンラインで授業を受けているため、実
家の住所に会報を送付していただきたいです。 
128回・森田彩暉／郵送住所、登録先間違いなく、在宅です。 
128回・渡辺菜月／128期のクラス幹事の渡辺菜月です。自己紹介文を送付しま
す。北里大学の薬学部在籍。 
 
＜転居先不明＞ 
・樋口正臣/69,星名健二/79,伊藤 敏/79,風間治雄/64,宇田川由美/72,小杉 仁
/90,原 茂樹/90, 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜2020年度上期分 ； 2020.4.1～2020.9.30＞前号掲載済 
50回・上村光司／令和元年１２月１７日逝去。（元・青山同窓会長、新潟日報社・元社長・顧問） ・・・ 
＜2019.7の青山同窓会には出席されていました＞ 
52回・小嶋嘉彦／逝去。令和元年９月５日享年９１歳で亡くなりました。永きにわたりおつきあいありが
とうございました。 
52回・斎藤泰五郎／今度、退会します。 
56回・井上菊雄（在・福岡）／上村氏・福田氏の訃報は哀しい、４０人いた５６期も今や僅か４人。古賀メ
ロデイが浮かぶ、「親ハラカラは既に往き親しき友も今はなし、ハルバル来たる旅なれど越えねばなら
ぬ人の世の幾山河はまだ遥か」。齢９０になる林子平の嘆き、「親もなく子なく妻なく版木なし金もなけ
れば死にたくもなし」。出雲、熊野氷川の大社に立ち拍手を打ってもシンとしてスサノオの声も奥からき
こえぬ、友遠方より来たる、又楽しからずやといった孔子は李白の酒があるといったが、酒も弱くなった。
コロナで今や帰省も旅行も墓参もままならず、緑眼の胡人の唄をきき黒ニンニクと人参酒で命をつない
でいる。５０億年の弥勒の救い（太陽の爆発）を待つだけか。 
58回・片桐欣哉／仲の良い同期生がまわりからどんどん遠ざかっていくのでさびしいです。腰の痛み
はありますが小生は元気です。目のかすみ、視力低下があったので５月か６月にかけて白内障の手術
をしました。 
59回・岡田 久／令和２年もあと半年。「延期」、「延期」で過ごしてきましたが、どんな年になりますやら。 
59回・茂泉喜彦／東京青山同窓会 事務局ご担当者様  お疲れ様です。東京青山同窓会の公式サイト
からお問い合わせが入りました。お問い合わせの内容は、以下の通りです。出来るだけ、速やかにご
対応願います。◆ご記入欄：今年度の会費納入用振込用紙を紛失してしまいましたので、まことに恐
縮ですが再送付をお願い。致します。なお、3年時のクラス忘れました悪しからず。By email 
59回・高山昇二郎／逝去。ご返事申し上げます。2020.4.23 
59回・納谷喜郎／14頁にもなる、内容豊富な会報を有難うございました。コロナ対策でみな大変ですが、
新潟県人らしい我慢強さで切り抜けましょう。 
61回・安宅久憲／－－ 
61回・草間光俊／転居しました。 
61回・小林元雄／61期・物故者連絡；幹事役ご苦労様です。訃報をお届けします。竹尾昇2019.10/河
井良三2020.4/浅見昭夫2020.5./大橋恒夫2020.1 
61回・長沼雄峰／子供達はそれぞればらばらに、私達夫婦（８５歳と８２歳）は介護付老人ホームに入
居。今頃になって何故か他人に対して、やさしい心遣いができるようになってきました。手遅れを感じて
います。 
62回・内山隆之／齢を重ねると懐旧の念が強くなる。磯幸次郎校長はじめ恩師の方々、昭和２９年焼
失前の木造校舎など胸に去来する。 
64回・江部陽一／コロナにもかからず元気にこもっています。以前、配信不要とお願いしたのですが、
年齢的な問題もあるので、今後不要ですのでご確認ください。 
64回・太田健治／「南場智子様」「竹本恵様」、言葉だけの「女性活躍時代」の中で、なんと、たくましい
後輩女性軍なのでしょう！常々感心しております。 
64回・風間治雄／転居（→青森県・・・） 
64回・佐藤 章／－－ 
64回・須田嶺治／－－ 
67回・鶴賀政行／米国生活25年（グアム島2年、ニューヨーク7年、シカゴ16年）の経験をして2016年秋
に帰国しました。その間、グアム島日本人名誉市民第１号を取得、ニューヨーク滞在7年間中に日米
ニューヨーク日本人会会長、シカゴ滞在16年間中にシカゴ日本人会会長の職をこなし2016年秋に帰国
しました。現在はコンサートピアニストの妻と二人で成城学園に有るNTT研修センタービルの前に新し
く建った＜ウェリス仙川調布の森＞と云うマンションにワイフと二人で住んで居ります。クラシック音楽
聴取会ではいつでもその解説役を勤めます。 
68回・長沼誠二／幹事様、御苦労様です。 
71回・柄沢 卓／去年から、地域の盆踊りが中止になり夏に燃えません。前号で近況が抜けていまし
た。 
71回・堀 清忠／コロナウイルス騒動で、仕事も生活も制限されて苦労の連続です。秋の総会を楽しみ
にしています。 
71回・松田裕子／兄・福田満が死去しました。同窓会の皆々様には永年にわたるご厚情を賜り心から
感謝いたします。会報掲載もありがとうございました。 
72回・宇田川由美／転居いたしました。 
72回・黒木トシ子／お世話いただきありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。 
72回・小嶋修一／近くの海、山を歩いて楽しんでいます。 
72回・齊藤俊正／連絡網の完璧さが大切ですね。情報の正確な運用とスピードこそが、命に直結しま
す。我々も認識しなくてはいけませんね。 
72回・冨田由李／半世紀に及ぶ東京暮らしの大半を過ごしました中野を離れ転居しました。清流が近
く山を臨め、空気のきれいな住みやすい環境です。 
74回・池 一／難病に罹り、いろいろ参加できませんが、青山健児の心は忘れないつもりです。よろしく。 
74回・池田正行／引き続き「気候変動」論文を作成中です。元気でやっております。 
74回・太田 悠子／会報有難うございます。大変な仕事を引き受けお忙しいと思います。コロナの影響
は如何ですか？少しずつ自粛解除もまだまだいつものようにはいかずストレスがたまります。新潟は
スッキリしない天気が続いています。 
74回・鹿島正裕／新型コロナで亡くなった会員はまだおられないようで、慶祝すべきですね。私も家族
も大丈夫です。金沢大で前期に非常勤の講義を予定していたのですが、オンライン授業にせよと言っ
てきたので後期に移してもらい、日課の散歩と買い出しの時以外は家にこもっています。Facebookを
通じて数十人の人たちとつながっているのが慰めになっていますが、そろそろまた人に直接会いたい
ところです。では、引き続きお元気で！ 
74回・佐藤正也／－－ 
74回・高橋信郎／転居届；同ﾏﾝｼｮﾝの階だけ変更→２階から５階へ。 
75回・有薗順子／ご無沙汰しております。事務局の皆様、お世話様です。コロナをさけて週に２～３日
テレワークしています。早く総会、歓迎会が開けてお目にかかれる日を楽しみにしています。 
75回・藤縄利勝／腰手術、リハビリ中。今夏は青山・葦原野球部ＯＢ戦の参加は難しそうです。 
76回・阿部緑生／杜甫の「人生七十、古来稀なり」というのは昔の中国の事で、現代日本ではすでに
「７０歳は稀」では無い。私も２ケ月前に古稀となり、同級生を見てもそのほとんどは元気にしている事
を見れば、老人になったとは思えない。しかし、視力も聴力も短期記憶も明らかな劣化が見られる事を
思えば。「これが老化か」と思ってしまう。有る休日に庭の草毟りをしながら、４０年前の仕事に没頭して
いた頃を想い出して嘆息する。しかし、明日また病院に戻れば、今の治療の改善に喜ぶ患者さんが居
り、今後の病気の改善に希望を持つ人々が居る事を思えば、「以前と変わらない振りをして」それらの
人々の前に立たねばと思うのが、この頃の近況です。 
76回・長北 学／振込票氏名；東京のはやや小さく、新潟のはなお小さい・・・読み込めない恐れもある
かと。.外出自粛の間は、友人達５～６人と毎日「ZOOM井戸端会議」をしてストレス発散してました。コ
ロナ騒ぎが収まった後に、皆さんと同窓会総会でお会いできるのを楽しみにしております。同期の古川
恒一氏の追悼文は、親しい鈴木正博さんに書いてもらえそうです。 
76回・八田進二／昨年(2019)は昭和43年卒（７６回卒）の東京同期会が“古希記念”として開催され半
世紀を越える同期の仲間との縁を大切に思っています。延期になった本年（2020)の同窓会開催を願っ
ています。 
76回・古川恒一／令和２年５月１３日逝去。・・・「映画芸術7/30号」に訃報掲載。 
76回・丸山俊夫／令和２年１月３１日、永眠いたしました。生前、お世話になり、ありがとうございました。
丸山公代 
77回・石川 彰／令和２年５月２６日逝去。 
77回・時岡高志／◆東京HP問合；新加入希望。3年10組（J組）バスケ部、同窓会事務局ご苦労様です。
コロナで大変ですが今後ともよろしくお願いいたします。 
78回・志藤洋子／事務局ご苦労さまです。 
79回・内山 修／コロナ禍で、仲間が一堂に会することが難しいですが、来春は卒業５０年となります
ので、関東の仲間が集まれたらと願っています。 
79回・小田章治／本年４月より再就職しましたが、コロナでテレワークと出社を交互にしているところで
す。皆様にお会いできることを楽しみにしております。 
79回・星名健二／宛先不明 
81回・玉木勝一／宛先不明 
82回・日下部朋子／コロナで大変な時、諸事ご苦労様です。＜感謝！！＞年会費も集まりにくいので
はと気がかりです。。。。引き続き宜しくお願いします。 
83回・木下康司／－－ 
85回・苫米地 令／宛先不明 
90回・渡邊修也／お世話になっております。コロナ対応型の新しい総会・歓迎会の形を模索してまいり
ましょう。 
99回・町田清彰／青山同窓会事務局より連絡；青山ホームページに連絡あり。卒業後30年近くが経ち
現在は東京に在住しています。今後何かご連絡があれば下記住所またはメールにてお願いします。ご
協力できることはしたいと思っています。 
よろしくお願いします。・・・東京事務局への連絡；都立高校の教員をしていますが、４月から都立西高
校勤めています。県高同様、公立伝統校で、どこか県高に似た雰囲気があり、楽しんでいます。今後と
もよろしくお願いします。高校卒後は東京で大学、都内で教職、最初は私立高校、次いで都立高校、４
月から西高校で英語。同じ英語科に桑原香苗（103期）さんも在籍。都内の９９期数人とは時々会って
ます。 
101回・浅香美貴／入会希望します。旧姓相田です。101回卒業だと思います。 
109回・駒形 悠／ご無沙汰しております。この度はコロナで大変なところ青山同窓会のご案内頂きま
してありがとうございました。11月30日の拡大幹事会については、現状だと判断がつかないため、また
時期が近くなったらご連絡させて頂きます。なるべく顔をだせるようにとは思っております。駒形拝 
110回・酒井優理子／去年の今頃は、大越さんを囲んでの同窓会、本当に楽しかったです。また、皆様
と楽しく集まれる日を楽しみにしております。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 
117回・白井綾乃／ご縁を再びつないでくださった同じNHKの成澤先輩にも感謝です。今後ともどうぞよ
ろしく お願いいたします。 
118回・塙 孝哉／４月から福島県郡山市で働いています。いつもお世話になっております。転居に伴
い、今度は会報等送付先変更を宜しくお願い申し上げます。 
122回・加藤 爾／2月に行われた医師国家試験に無事合格して、新潟市民病院にて初期研修医1年
目として日々研修させていただいております。現在の社会情勢では人の往来もなかなか難しいかと存
じますが、この状態が落ち着きましたらまた東京でお会いできればと思っています。暑い日が続きます
がご自愛ください。 
122回・田中麟太朗／いつもお世話になっております。既に真夏のような暑さになって参りましたが、い
かがお過ごしでしょうか。コロナの影響で弊機構も在宅勤務が続き、本日ようやく出勤して同窓会報が
届いてるのに気つきました。連絡遅くなってしまい申し訳ありません。おそらく6月の総会は中止であろ
うと思っておりましたが、連絡が無かったものですから少々心配しておりました。総会中止は非常に残
念ですが、秋頃の開催楽しみにしております。体調崩されませんようご自愛ください。 
123回・後藤明希／宛先不明 
123回・芹川武尊／宛先不明 
124回・星 裕菜／仙台市から就職で都内へ引越しました。今後はこちらにご連絡ください。お手数をお
かけしますがどうぞよろしくお願い致します。 
124回・寺井 悠／就職して最初の赴任先が新潟になりました。新潟にしようか、東京にしようか迷って
ましたが、このまま東京青山同窓会でこれからもお願いします。 
125回・長谷川 健／転居 
125回・石附夏子／事態が収束し、改めて総会・歓迎会が行える状況になることを願っております。 
128回（首都圏・新人たち９９名）／コロナ禍で殆どが「実家」にてオンライン授業。 
大学は入学手続きのみ、新居も借りたまま住めず、リアルな学生生活も送れず。 
128回・黒石 楓／横浜市大・医学部。 
128回・萱森杏子／宮地正樹元教諭・校長のお孫さんです（架電にて・工藤記）  
128回：その他新人多数も実家での予期せぬ学習に苦闘している様子です。 
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≪新潟高校の先生方より≫ 
新潟県高等学校図書館協議会事務局／２学年国語科  押木和子 
押木和子先生／工藤様、東京青山同窓会報がとどきました；お元気でいらっしゃいますか。いつもお世
話になっています。会報をお送りくださいまして、本当にありがとうございます。ヴィヴィッドな情報、なつ
かしいお名前がたくさん掲載されており、刺激を受けます。今年はコロナ禍で、東京研修も残念ながら中
止となってしまいました。当該学年の生徒たちが楽しみにしておりましたので本当に無念です。また、担
当のＯＢのみなさんから励ましやねぎらいのお言葉をいただき感謝しております。 さて、３月に飛行機
にのる機会があり、その機上で玉川太福さんの浪曲を聞きました。とてもメリハリがありおもしろく聴いて
いたのですが、なんと新潟市東区出身。青山同窓生でした。全く存じあげませんでした。新潟高校在学
中はラグビーだったそうです。２０１７年には文化庁芸術祭新人賞を取られているそうですね。これから
のご活躍が楽しみです。先日新潟日報の「エール ウイルス禍の中で」に太福さんの文章が掲載されて
いました。また、とても残念なニュースですが、（もうご存じだと思いますが）ときどき会報に登場されてい
た古川恒一さんがお亡くなりになったと伺いました。古川さんは、数年前に新潟高校図書館に井上ひさ
し関係の貴重な資料をたくさん寄贈してくださいました。図書館に演劇部の生徒たちを呼んで、熱く舞台
のことを語ってくださったのが昨日のことのようです。私たちは新潟高校の先輩たちの活躍に元気と勇
気をいただいています。たくさんの情報を集め、束ねて、発表してくださる工藤さんに感謝申しあげます。
これからもどうぞよろしくお願いいたします。             

近藤善龍先生（青山 92期）／ 
 東京青山同窓会 工藤義夫様  いつもお世話になっております。今回も、東京青山同窓会会報楽し
みに読ませていただきました。毎回ありがとうございます。東京の同窓の方々の熱気がよく伝わってき
て、よい刺激をいただいています。さて、今回メールをしましたのは、その会報の中の記事を本校１学年
だよりに転載させていただけないか、というお願いからです。私が今年度１学年部長をしておりまして、
生徒に刺激になる内容のある学年だよりを出せないか模索しております。 今年度は、コロナの影響も
あり、応援歌練習、青陵祭が中止となり、先輩後輩の縦のつながりが希薄になることを恐れています。
幸い部活は再開されましたので、その中で多くを学んでほしいとは思っていますが、今回会報を拝読し、
先輩達の活躍や考え方や生き方など、ぜひ後輩に伝えたい記事が２つあり、以下の文章を転載させて
いただけないかという相談です。ｐ７の「外交官になるにあたり」金子智奈美さん（１２４期）の文章とｐ９の
「先端技術と人類どう共栄（朝日教育会議）」南場智子さんの紹介文です。金子さんは押木先生が担任
だったようで、押木先生から了解を得ることもできるかと思いますが、南場さんのものは新聞の記事の
ようなので、会報に掲載されているのが、新聞記事の全文でなく、一部であれば、抜粋と言うことで、出
典明記して紹介したしたいと考えています。学校なので、授業教材であれば著作権は気にしなくていい
のですが、学年だよりは厳密に言うとグレーなものらしく気をつけた方がいいらしいのですが、そもそも
営利を目的としていないので、出典を明記して載せさせていただくことはあります。今回もそんな対応が
できるといいなあと思っています。ご検討よろしくお願い申し上げます。   近藤善龍 

******************************************************************* 

＜2020年度下期分；2020.10.1～2021.3.31＞ 
56回・井上菊雄／130周年への投稿、書き切れないので別途送信しました。１３０周
年は２年後というので、その時まで生きているかどうか分かりませんが、とりあえず、
「寄稿依頼」というので、眠れぬ夜にグタグタと思い出したかのようなものを書いた
ので、別紙にて同封し送りますのでよろしく調整してください。※）青山の新潟本部
の記念号には（何回だったか？）親父も野球部のことなど書いています。また、
ボート部で藝大卒の伯父も表紙絵も描いています。 
59回・岡田 久／アト２年何とか精進しつつ生きていれば卒寿、どんな世界が？見
てみたい気もする。幹事の皆さんお世話になります。コロナ禍を乗り切ってください。 
59回・長橋敏雄／11.28 総会幹事会は欠席 
60回・小林 満／架電にて、高齢のため退会。会報は不要。 
60回・高城英雄／60期・東京在住の本間不二彦くんが亡くなりました。(10月） 60
会東京在住者の会合MUZO会は新型コロナの為、今年内開催は無く、来春、米寿
の会を開くつもり、 
62回・藤原峯子／本年8/26に本人逝去。ハガキにてご報告させていただきます。
次女・深津紀子。長い間お世話になりありがとうございました。名古屋市在。 
62回・渡辺千里／工藤様、いつもご連絡有り難うございます。あと2年後の130周年
が楽しみにして体調を整えます。「報道陣として生きて」高橋さんの記事面白く読み
ました。11/28総会は欠席、悪しからず。 
62回・渡辺千里／工藤様、いつもご連絡有り難うございます。あと2年後の130周年
が楽しみにして体調を整えます。「報道陣として生きて」高橋さんの記事面白く読み
ました。11/28総会は欠席、悪しからず。 
64回・佐藤 章／11.28 総会幹事会は欠席 
65回・河合英次／何とか１３０周年を無事迎えられ様頑張りたいと思っています。
今のところは元気ですが。６５回生・１３０周年・・・卒業後、半分の歴史ですね。 
65回・鈴木衛士／この度メールアドレスを下記（CCにも入れました）に変更しました
ので名簿の変更をお願いいたします。 
66回・高橋 守／工藤義夫事務局長様、会報に拙稿を取り上げていただき、厚くお
礼申し上げます。お伝えしたかもしれませんが、かつて評議員を務めていたマスコ
ミ関係の財団が、会報で告知してくれましたことから、日経のサンパウロ支局長か
ら送稿要請があるなど、広くお読みいただくことができ、ありがたく思っております。  
67回・三堀 浩／11.28 総会幹事会は欠席 
68回・上村嶺子／幹事様、高校時代の思い出を一つ挙げるとしたら、美ヶ原高原
旅行です。高１の夏休み、１年から３年の数十名と参加で、山登り。景色も素晴らし
く、先輩の話も勉強になり、忘れられない楽しい時間でした。 
68回・長沼誠三／－－ 
69回・佐藤孝靖／今年７８歳になりました。もうイベントに参加は無理と思います。
思い切って、青壮年向けの元気の出るイベントがいいと思います。中高年者は今
はやりのZOOMで参加できるもの、その際少額でもZOOM参加費を集金して後輩の
活動を支援できれば、それ自体が中高年者の喜びとなります。 
71回・内山博勝／総会、欠席。 
71回・柄沢 卓／コーラスが（ウイルスで）来年３月まで中止です。もう１３０周年で
すか？ 山口市在。 
72回・齊藤俊正／会員と事務局との連絡が確実に行える状況を常にリニューアル
しておく事が大切だと思います。(音信普通な状態とならない様に） 
72回・冨田由李／工藤さま メール拝見が遅れてすみません。事務局のお世話、
本当に頭が下がります。お尋ねの宇田川（内藤）由美さんの住所ですが、残念なが
ら把握しておりません。彼女とは一度も同じクラスになったことは無く私が知ってい
た住所は、渋谷区宇田川町で、住んでる町とお名前がおんなじってすごいな、と印
象に残ってましたが、その後に引っ越されたのも知りませんでした。おまけに、今年
は後期高齢者７５歳とゆうことで最後の同期会を新潟で、との予定でしたがコロナ
のため来年に延期となり、皆さんの近況や住所も知ることが出来ませんでした。
（来年だって怪しい？）で、お役に立てず申し訳ありません。 
73回・飯村 修／総会・総会・幹事会は欠席。 
74回・青海 潔／総会・幹事会は欠席。世話役ご苦労様。コロナに負けず還暦・古
稀野球に励んでいます。 
74回・池田正行／総会は欠席します。元気でやっております。 
74回・和泉 潤／会報で皆様のご活躍や訃報があり考えさせられます。訃報では、
古川恒一さんは、中学の２年下でしたが、結構話をしたことを思い出しました。そろ
そろ年賀状の準備で訃報の知らせが入ってきますが、それをみると淋しい感じです。
総会・幹事会は残念ですが先約あり欠席です。コロナもなかなか収束しませんので、
日々、お気を付けください。どうぞ、ご自愛を。よろしくお願いします。 
74回・大滝 均／11月28日の総会幹事会に出席します。 
74回・沼田 清／ご苦労様です。いつもながらびっしり打ち込まれた東京青山同窓
会報を虫眼鏡片手に読んでいると時間の経つのを忘れてしまいます。新型コロナ
禍が解消して皆様と集まれる日を心待ちにしています。 
75回・五十嵐 正／いつも案内ありがとうございます。住所変更しました。 
75回・白鳥十三／11月28日の幹事会は先約あり欠席します。新型コロナで 生活
が変化し対応が難しい時代になりましたね！ 
76回・阿部緑生／＜130周年に向けて；寄稿＞  ・・・  詳細は別紙P2に記載。 
76回・鈴木正博／工藤義夫様 ご無沙汰しておりました。東京会報第６７号確かに
受領。拙文を原文のまま記載していただき誠にありがとうございました。私の寄稿
文はともかく、内容も構成も全体量も、只々感心するばかりです。尚今更ですが、
私の高校時代はバスケ部ではなく野球部だったことを報告します。先ずは報告まで。 
76回・竹内輝義／会報拝読。メルアド変更。昨年約４０年連れ添った家内を亡くし
現在は一人暮らしです。駿河湾も近く、温暖な気候で富士山も比較的大きく仰ぎ見
ることができるところが住まいです。今後ともよろしくお願いいたします。 
76回・田中邦直／11.28総会、申し訳ございませんが、欠席させていただきます。 
76回・長北 学／工藤さん  「東京青山同窓会＆幹事会」、お疲れさまでした。議事
録その他、有難うございます。コロナワクチンが実用となり、来年は皆で集まりたい
ものですね。  
79回・内山 修／２年後、我々同期は古希を迎える。人生100年時代へと言われる
昨今、最終コーナーをまわって最後の直線、８０歳まではこけることなく、元気で走
り抜けたい！多くの元気な同級生と！ 
79回・小田章治／68歳になりますが、幸いにも体が丈夫でまだ会社勤めをしており
ます（週3日ですが）。妻には「死ぬまで働け」と言われております。せいぜい粗大ご
みにならないよう気を付けようと思っております。２年後には古希を迎えますが、そ
の時どうなっているやら・・・。機会があれば皆様にお会いしたいものです。 
 
 
 



内藤 理 
福嶋 元 
宮村伸一 
 

83回（8名） 
浅間芳朗 
遠藤光郎 
木下康司 
佐野栄二 
高山佳郎 
豊田 清 
野呂咲人 
山口虎彦 
 

84回（7名） 
赤塚徳子 
朝倉仁樹 
飯塚雅士 
田中昌夫 
野口俊介 
塙 昌樹 
星野郁夫 
 

85回（9名） 
浅田浩義 
荒井裕子 
今井豊重 
奥村 基 
塩田拓哉 
田中 清 
田村 誠 
森 大輔 
渡辺友紀子 
 

86回（3名） 
斎藤 健 
宮腰重三郎 
吉井正行 
 

87回（3名） 
清水忠明 
南 正人 
渡辺政城 
 

88回（2名） 
今井信一郎 
櫛谷洋史 
 

89回（6+1名） 
岩野尚子 
小山信也 
広川 孝 
山﨑松吾 
山田敏昭*2回 
渡邊克彦 
 

90回（11名） 
雨夜喜美子 
歌代真人 
勝山達志 
木村和人 
小林 到 
小林美奈子 
斎藤 彰 
斎藤結花 
坪井俊樹 
中村 泰 
樋口正史 
森   豊 
渡辺修也 
 

91回（2名） 
長田 充 
真保恵美子 
 

92回（2名） 
白坂和久 
前田光俊 
 

93回（2+1名） 
近  貴志 *2回 
佐藤賢一 
 

94回（0名） 

大竹力三 
岡田恵子 
尾張明美 
加澤正樹 
賀谷彰夫 
木下正仁 
小松澄子 
小宮山信男 
後藤徳広 
近藤壽邦 
指田久美子 
   → * 2 回 
鈴木茂夫 
鈴木隆雄 
曽田修吉 
竹内輝義 
田中邦直 
太原まゆみ 
田村俊作 
中川英二 
長北 学 
西沢芳樹 
長谷川邦良 
八田進二 
浜田正継 
林  誠 
細谷洋一 
湊  勝 
湯本雅恵 
渡辺雅夫 
渡辺 拡 
 

77回（5+1名） 
片山等 
北村一雄 
佐藤 茂 
時岡高志*2回 
長谷川実 
 

78回（12+1名） 
石丸隆夫 *2回 
太田秀樹 
斎藤庫之丞 
志藤洋子 
篠田敏朗 
須田幸子 
高井博英 
滝沢道夫 
肥田博子 
松田元男 
村田光男 
吉澤哲彦 
 

79回（10+1名）   
伊藤 毅 
内山 修 
小田章治 
河 正子 
川上康夫 *2回 
小池康義 
鳥羽正尚 
富山浩司 
林 綾子 
丸山直昌 
 

80回（6名） 
青木隆次 
大霜博之 
小林亮介 
清水洋一 
竹本泰子 
長 正子 
 

81回（5名） 
荒川 洋 
越野昌芳 
成海孝二 
山田 徹 
鰐渕 博 
 

82回（6+1名） 
小亦 斉 
日下部朋子 
       → *2回 
斎藤 滋 

◆西村正徳◆ 
（5年分～2021 
野村耕治郎 
原 絢子 
古山恒夫 
宮村 晋 
 

73回（4名） 
雨宮則夫 
飯村修 
山田美成 
両川弘道 
 

74回（38+1名） 
藍沢幹人 
青海 潔 
味方 冽 
池  一 
池田正行 
池田 裕 
石川克彦 
和泉 潤 
伊藤 宏 
岩城修平 
大石憲一 
大滝 均 
◆岡村康生◆ 
（５年分～2022) 
加藤 博 
◆川田澄子◆ 
(５年分～2022) 
菊池 隆 
工藤義夫 
解良和郎 
小林淳子 
齋藤一幸  
坂井 靖 
坂爪久男 
佐藤俊栄 
佐藤信秋 
佐藤正也 
関川修一 
高橋 保 
高橋信郎 
田村栄作 
土屋彰義 
堤 葵 
西田百合子 
西脇雄一 
沼田 清 
橋本昭一郎 
原 信一 
萬歳芙美子 
横川三男 
若林源基 
渡部終五 *2回 
 

75回（15名） 
有薗順子 
大塚惠子 
五十嵐 正 
笠井 忠 
木戸 守 
小泉慈行 
白鳥十三 
鈴木正夫 
高木久夫 
橋爪博美 
服部 昭 
馬場俊博 
萬歳信行 
藤井建一 
藤縄利勝 
 

76回（38+2名） 
青山耕一 *2回 
明村澄雄 
浅妻 厚 
阿部令一 
阿部緑生 
天野直二 
板羽 健 
岩橋俊朗 

藤澤靖郎 
星 満 
真壁日史郎 
桝潟晴夫 
松田 勲 
 

65回（7名） 
安藤宜清 
五十嵐 徹 
川合英次 
濱田庄市 
村木利夫 
山本和親 
横山修二 
 

66回（4名） 
石山芳春 
稲月喜一 
高橋守 
二宮靖彦 
 

67回（12名） 
石井幹男 
岡崎 功 
小野勝義 
片山忠一 
北村紘一 
佐々木邦夫 
清水雄伍 
鶴賀政行 
寺井 宏 
西 章 
前田康久 
三堀 浩 
 

68回（9名） 
上村嶺子 
小日向信光 
草野 佐 
重野康人 
竹石 肇 
長沼誠二 
渡邊公夫 
渡邊千艦 
渡邊泰彦 
 

69回（5+1名） 
青木利祐 *2回 
小黒朋弘 
佐藤孝靖 
高木敏之 
矢川一義 
 

70回（5名） 
池田好正 
猪口 孝 
菅原一雄 
渡辺允雄 
渡部美那実 
 

71回（7名） 
柄沢 卓 
内山博勝 
太田 裕 
高橋 稔 
西尾レン 
堀 清忠 
松田裕子 
 

72回（17名） 
宇田川由美 
小川省三 
金巻裕史 
神林賢治 
黒木トシ子 
小嶋修一 
小林正昭 
近藤 正 
齊藤俊正 
篠原一博 
菅又 滋 
冨田由李 
中地光子 

51回（1名） 
北村 茂 
 
52回（1名） 
廣川  勲 
 

53回（1名） 
中島常雄 
 

56回（4名） 
赤坂長弥 
網干道雄 
井上菊雄 
加藤勝則 
 

58回（1名） 
片桐欣哉 
 

59回（7名） 
梅沢貞雄 
岡田 久 
笠井 駸 
小村幸久 
茂角喜彦 
長橋敏雄 
納谷喜郎 
 

60回（9名） 
笠原 功 
金山常吉 
小林吾郎 
杉野剛博 
高城英雄 
中田 亨 
長谷川秀三 
早川貞夫 
丸山敏視 
 

61回（15名） 
安宅久憲 
安藤友憲 
伊藤英子 
草間光俊 
熊谷隆幸 
小林孝司 
小林元雄 
佐藤敏夫 
杉山由人 
田中 宣 
徳田晋也 
長沼雄峰 
中村正春 
村岡公夫 
村山 健 
 

62回（8名） 
石黒 恒 
内山隆之 
近藤哲朗 
鈴木  勉 
曽我 健 
手操 聰 
渡辺貢英 
渡辺千里 
 

63回（2+1名） 
浅野康一*２回 
市川瑞夫 
 

64回(19+1名） 
青野 啓 
植村鞆音 
遠藤治一 
大倉孝男 
太田健治 
風間治雄 
川井文夫*２回 
木山 清 
坂井俊一 
佐藤 章 
佐藤茂司 
須田嶺治 
高橋正幸 
田村康一 
 

（１０ ） 

＜Ｒ２年度納付分＞ 

 延べ計；３７０名 
 ＜２回納付者も算入＞ 
   （2020.4.1～2021.3.31） 

 総額；８２９千円 
  
 
 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

 ＜その他 ；上記外＞ 
  ◆複数年分納付者◆ 
   ～左表に記載済～ 

 年会費納入者一覧  ；  R2.4.1 ～ R3.3.31    （敬称略）      
本会は、皆様の年会費で運営しております。 

ぜひ、納付のご支援ご協力をお願いします。     

 東 京 青 山 同 窓 会（県立新潟中学 ＆ 県立新潟高校） 会 報               第６８号  ＜2021 （令和３年）．５．1 発行＞ 
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■ 会員ご訃 報 ■ （敬称略）  

R2.4～R3.3月までに事務局に 

お知らせいただいた方々です。 

心よりご冥福をお祈り申し上げます。                   

95回（2名） 
橋田篤英 
山﨑健太郎 
 

96回（1+1名） 
浜田恒平 *2回 
 

9７回（0名） 
98回（0名） 
 

99回（2名） 
君和田 俊裕 
町田清彰 
 

100回（1名） 
吉原貴之 
 

101回（4名） 
浅香美貴 
小田和哉 
折笠智則 
片桐朋美 
 

102回（1名） 
尾口優子 
 

103回（1名） 
鷲尾英一郎 
 

10４回（０名） 
 

105回（1名） 
成澤  良 
 

106回（０名） 
107回（０名） 
 

108回（1名） 
近藤雄介 
 

109回（０名） 
 

110回（2名） 
石﨑  徹 
酒井優理子 
 

111回（０名） 
112回（０名） 
113回（０名） 
114回（０名） 
 

115回（1名） 
本井典子 
 

116回（０名） 
 

117回（2名） 
榎本飛鳥 
水間有紀 
 

118回（1名） 
会田俊貴 
 

119回（1名） 
塙 孝哉 
 

120回（0名） 
 

121回（1名） 
柄澤秀親 
 

122回（0名） 
 

123回（2名） 
小出拓郎 
野口実里 
 

124回（1名） 
寺井  悠 
 

125回（0名） 
 

126回（1名） 
長浜朱音 
 

127回（1名） 
渡辺眞子 
 

128回（0名） 
 
 
 
 
 

寺尾 正大さん 逝去  （青山６８回卒） 
   202１ 年 １月２４日 歿 （7８歳）  
◆警視庁“ミスター１課長”・・・元捜査１課長等  
◆「ロス疑惑」、「地下鉄サリン」 
  等難事件指揮。オウム真理 
  教団の逮捕・起訴にも尽力。 
≪ 講演 ： 「犯罪捜査と我が友」 
  2002.6 東京青山新人歓迎会。 
 ロス疑惑捜査の裏話も披露≫ 
 
 

令和３年３月３１日現在（金額：円） 令和3年4月1日現在（金額：円）

2020年度
決算

（R2.4.1～
Ｒ3.3.31）

2021年度
予算

（R3.4.1
～R4.3.31)

備　　考
（令和元年度分）

1,824,668 1,620,648

829,000 800,000 目標：400人

0 0
<総会兼新人歓迎会>
　　コロナ禍未定

0 0

0 0

20 20

829,020 800,020

0 0
<総会兼新人歓迎会>
　　コロナ禍未定

0 0

953,738 900,000
２回分；郵送数減。
印刷等；外注→内製

740 740 人件費

14,172 7,086
今年度分(Ｒ3年）
サーバーレンタル料等

1,600 1,600 会議1回

62,790 62,790

0 0

1,033,040 972,216

1,620,648 1,448,452

注１）新・会計年度期間：202１年度（R３.4.1～ R４.3.31の１年間）

合   計

期 末 現 預 金 残 高

手 数 料

雑 費

ホ ー ム ペ ー ジ
（ サ ー バ ー 費 用 ）

会 議 費

第５回ますらお会補助

事 務 局 費

会 報 通 信 費

合　計

支
　
　
　
　
　
出

総 会 費 用

雑 収 入 計

受 取 利 息

収
　
　
　
　
入

年 会 費

総 会 会 費

本 部 補 助

摘    要

期 首 現 預 金 残 高

２０２０年度決算　および　２０２１年度予算
（Ｒ３年4月1日～R４年3月31日）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

卒回 氏　名 逝去日

50 上村　 光司 2019（R1）.12.17
52 小嶋　 嘉彦 2019（R1）. 9. 5
56 近藤　 源也 2020（R2）. 12. 16
59 高山　昇二郎 2020（R2）. 4. 23
60 本間　不二彦 2020（R2）. 10.
61 浅見　 昭夫 2020（R2）. 5.
61 河井　良三 2020（R2）. 4.
61 竹尾  昇 2019（R1）.10. 
61 大橋 　恒夫 2020（R2）. 1. 7
62 藤原　峯子 2020（R2）. 8. 26
68 寺尾　正大 2021（R3）. 1. 24
74 佐藤　 浩 2020（R2）. 2. 7

76 古川  恒一 2020（R2）. 5. 13

76 丸山  俊夫 2020（R2）. 1. 31
77 石川　 彰 2020（R2）. 5. 26



竹本  恵 （たけもと  めぐみ）  
 

◆シングルママ幼児2人連
れスペインMBA生活24時◆ 
6時半起きで22時前にバタンキュー, 

 刺激的な出会いと学びに満ちた日々 
                           2019.06.11  日経DOORS 
 

***************************************** 
新潟高校には３年から編入。 
青山107回卒、東大野球部。 
東京六大学野球に投手で 
出場。教育学部を卒業後、 
３年間、二輪で世界旅。 
東大公共政策大学院。 
日経記者。結婚,出産（２子） 
,離婚後、子連れでスペイン 
バルセロナにてMBA留学中。 
***************************************** 
 元新聞記者で、現在スペイン・バルセロナに
MBA留学中の竹本恵さん。これまでESADEに留
学した理由や、授業の内容を聞いてきましたが、
今回はシングルで2歳と5歳の子どもを抱えた海外
MBA生活を詳しく教えてもらいます。あとがきでは、
ESADEでも活躍している台湾人留学生・エミリー
を紹介します。竹本さんは、「子どもを産んでから
仕事を辞めて海外に留学し、起業を目指す」とい
う新しい選択肢を具体的に提示してくれている希
少な新型ロールモデル。ぜひご参考に！  
 

 ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 
 

 

＜子どもはキックボード、 
   自分はベビーカーを押して通学 ＞ 
 こんにちは、竹本恵です。前回は主に入学後の
生活についてお話ししました。今回は私の日々の
生活などについてお話ししたいと思います。  
 私の一日はまず、午前6時半に起きることから始
まります。これは日本と同じですが、明るさが違い
ます。例えば4月はまだ暗く、6月は日の出後です。
そして最も日が長い6月の日没はなんと午後9時。
スペインが、特に夏の時期に日が長いのは事実
なのですが、あと1時間、時刻設定を早めてくれれ
ば、そこまで違和感なく過ごせるのにといつも思
います。  
 

 さて、朝の話に戻りますが、起きたら自分と子ど
もの支度を済ませ、8時半前くらいに家を出て子ど
もを学校に送りに行きます。私一人だと所要時間
は徒歩7分。5歳の息子と2歳の娘の二人を連れる
と、10分から30分以上までと状況によってかかる
時間はさまざまです。  
 

 今は子ども二人がキックボードで、私は荷物を
載せたベビーカーを押すか、子どもと一緒に大人
用のキックボードで出かけます。バルセロナでは
キックボードに乗っている人が非常に多く、例えば
大人用の電動キックボードに子どもと二人乗りと
いう人もよく見かけます。日本で一般的な子ども
乗せ自転車を利用している人はあまり見かけませ
ん。 

 我が家の目の前の道路を通って通学中です。
雨が降るといつにも増して不都合が多くなります。
道路の真ん中に広い歩道があり、その奥の芝生
の先は自転車道、さらに芝生があって車道、その
隣が路上駐車スペース、さらにその奥の一番端
がまた歩道になっています。  
 通学路は、歩いているとあまり意識しないくらい
の緩い坂道です。歩道がとても広く交通量も少な
いので、子どもがキックボードを多少好きに乗り
回しても安全です。  
 ただ、私自身もキックボードで出かけた場合に
問題が起こることがあります。行きは上り坂なた
め、娘に急に「抱っこ」と言われると、荷物とキック
ボード2台と娘を前に途方に暮れることになります。
一方、ベビーカーで出かけた場合、行きはいいの
ですが、下り坂になる帰り道に、子どもたちに追
いつくのに必死で走る羽目になります。日々のこ
となので私にとっては大問題なのですが、まだ画
期的な解決策は見いだせていません。  
 

＜授業後は子どものお迎え、 
            シッターの出番も＞  
 子どもを送って大学に着くのがだいたい9時す
ぎ。そこから10時の授業開始まではおおむね、予
習やメールチェックの時間に充てています。
ESADE（エサーデ：ESADE Business School）は
出席の管理がとても厳しく、授業開始後2分以内
までに教室前の指紋認証機でピッとやらなけれ
ばいけないので、学生は少し早めに来ていること
が多いです。と言っても間際に慌てて走ってやっ
てくる学生の姿もいつもの日常の一風景です。ま
た、学内にジムが併設されているので、授業前に
ひと汗流してからやってくる学生も多いです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 教室前の指紋認証機です。ハイテクだと思う方
もいると思いますが、そこはスペインです。私の
指紋はなぜか認証してくれず登録ができなかっ
たため、私は毎日、学生証をピッとかざすことに
なっています。同様の人がほかにも何人かいま
す。  
 

 昼食は学内のカフェテリアで、1つ250円前後の
サンドイッチを買って次の授業の資料に目を通し
ながら食べることが多いです。バゲットに生ハム
やサラミ、ハム、チーズなどを挟んだ「ボカディー
ヨ」というサンドイッチで、こちらの軽食としてはと
ても一般的な食べ物だと思います。値段は中の
具によって異なります。また、時間と心に余裕が
あるときは学内に2つあるレストランのどちらかで 
 

定食を食べます。パスタやスープ、肉、魚料理など
から2皿を選び、飲み物とデザート、パン、食後の
コーヒーが付いて約1000円です。ちなみに飲み物
はソフトドリンクのほか、ビールやワインも選べます。
さすがスペインです。ただ、値段と質を考えると、少
し高いかなと思います。私のスペイン語クラスの先
生のフランチェスコは、以前の業者はおいしかった
が今の業者に代わってからはいまいちだとこぼして
いました。  
 
 午後に授業が入っている日は午後6時に授業が
終わってすぐ、子どもを迎えに行きます。午後の授
業がない時は予習をしたり、チームでミーティングを
したり、もしくは友達とのんびりおしゃべりしてまった
り過ごしたりしてから学校を出ます。子どもの学校
は基本的に午前9時から午後5時までで、いわゆる
預かり保育のようなものが、朝は7時半から、夜は7
時まであります。  
 
 火曜と木曜は午後の授業の後にスペイン語の授
業が8時半まで入っているので、さすがに自分一人
では対応できません。ベビーシッターのマルタに、
子どもを迎えに行き、用意しておいたごはんを食べ
させ、お風呂に入れるところまでの面倒を見ても
らっています。彼女は20歳そこそこですが、子ども
の扱いがとても上手。子どもがスペイン語での意思
疎通が全くできないときからも、よくなついてくれま
した。いつも本当に大助かりです。  
 
 ちなみにマルタとの出会いはベビーシッターの
マッチングサイト。時給8ユーロでお願いしています。
MBAの2年目は夜の時間帯までかかる授業がなく
なるのですが、引き続きお願いしたいと考えていま
す。  
 

<夜は子どもと一緒に寝落ちしちゃう！> 
 さて、午後8時半から9時過ぎくらいに子どもを寝
かせた後は、また授業の予習などを始めます。と、
言いたいところですが、疲れて子どもと一緒に寝て
しまうことのほうが圧倒的に多いです。もし余裕が
あれば、翌日のごはんの支度や洗濯なども済ませ
てしまいたいところなのですが、理想と現実はなか
なか近づいてはくれません。こんな感じで私の一日
が終わります。  
 
 目が回るほどの忙しさ、というものでは全くありま
せん。ただ、常に課題の締め切りなどがあるので
「今週さえ終われば、来週にはもう少し楽になる」と
思いながら、やることはいつでも山積したままです。
当たり前ですが時間は限られており、私は家族を
優先すると決めている分、とても残念ですが他の学
生と交流する時間を犠牲にしていると思っています。  
 
 例えば、夜のイベントにはなかなか参加できませ
ん。子ども連れを歓迎してくれる夕食会だとしても、
こちらの夕食は午後8時や9時の開始なので、子ど
ものことを考えるとおいそれとは連れていけません。
また、ESADEには学生が主体的に運営するクラブ
が十数個あり、私もそのうちのいくつかに在籍して
いますが、クラブのイベントは夜開かれることが多
いので、ほぼ幽霊部員の状態です。  
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＜住まいは3LDK+バスルーム2つ、 
         100平米で月約20万円＞  
 
 ところで、ESADEがあり、私が住んでいるサンク
ガットという町は高級住宅地。先日、スペイン人の
方と結婚されている日本人の女性から聞いたとこ
ろによると、平均世帯収入がスペインで2番目の
地域なのだそうです。1番は首都のマドリードの郊
外にある町とのことでした。その女性はサグラダ・
ファミリアの近くに住んでいるのですが、家を購入
するときにサンクガットにも引かれて見に来たそう
です。家賃はバルセロナと同程度で、私が住んで
いる、いわゆる3LDKでバスルームが2つ付いてい
る100平方メートルほどの部屋が月約20万円です。
こちらに引っ越してきたときは本当に選択肢がなく
てやむを得なかったのですが、1年たつのを機に、
できるだけ安い物件に引っ越したいと考えていま
す。  
 
 サンクガットのいいところは、治安が良く、人が
親切で、子どもが多いところです。子どもの好奇
心をそそるさまざまな遊具がある公園が、徒歩圏
内にたくさんあるところも、とても気に入っていま
す。また、とにかく歩道が広く、中心部はいわゆる
歩行者天国で車が入ってこないので、安心して子
どもと歩けます。町の恐らくシンボルであろう修道
院の前は大きな広場になっていて、そこを取り囲
むレストランやバルのテラス席で大人がコーヒー
やビールを飲み、子どもは広場で走り回る、という
のが日常の風景です。修道院の前に限らず、テラ
ス席の前に公園があるお店がいくつもあるので、
子ども連れには恐ろしく優しい環境といえます。  
 
 サンクガットは良くも悪くも、国際的な観光都市
バルセロナの雰囲気は感じられません。そして、
独身の学生には刺激的な町ともいえません。
ESADEの学生のほとんどはバルセロナ中心部に
住み、片道約30分、電車に乗ってサンクガットまで
通っています。「ESADEがバルセロナの中心部に
あったらよかったのに」という学生の声も多く聞き
ます。  
 
 逆にサンクガット在住では、バルセロナ市内に
数えきれないほどある観光名所をなかなか見て
回ることができません。私は「その気になればい
つでも行ける」という感じでこのまま、サグラダ・
ファミリアにすら行かずに1年を過ごしてしまいそう
です。 
 
 サンクガットのシンボル、修道院です。市のホー
ムページによると9世紀に建てられた歴史のある
建物です。建物の正面の入り口前には大きな広
場があり、この場所は正面向かって右の側面から
修道院を見た写真になります。  
 
 ところで、日本のゴールデンウイークの少し前に、
スペインでは約10日のイースターの休暇がありま
す。冬休みにバレンシアに行った以外はバルセロ
ナから出ていなかったので「どこかに行こう、どこ
かに行こう」と思いつつ、間際まで日程を確定でき
ませんでした。さらに休暇期間の飛行機代の高さ
も相まって、結局、バルセロナから電車で1時間ほ
どのタラゴナという町に2泊することで落ち着きま
した。我が家からだと歩きや乗り換えを含め2時間
ほどです。  
 
 タラゴナはローマ時代の遺跡が豊富で、世界遺
産に指定されています。中でもアーチがきれいに
残る水道橋は2世紀頃に作られたもので、ローマ
時代に作られた水道橋としてはセゴビアに次ぐ規
模です。現存するのは全長217メートルですが、当
時は35キロメートルもあったそうです。高さ27メー
トルのその水道橋の一番上の部分は幅１メートル 
 
 
 
 
 
 
 

もないくらいの水路になっていて、今はそこを歩
いて渡ることができます。下を見ると結構怖いで
す。  
 
 今回は近場で終わりましたが、次回はぜひ、
チュニジア辺りになんとか行けたらいいなと思っ
ています。バイクで旅行中、行きたかったのに行
けなかった場所の一つです。バルセロナからだと
なんと、直行便でたったの1時間半強の旅です。  
 

＜あとがき＞ 
 今回は、ESADEのクラブの一つ「Women in 
Business Club」の代表として活躍している台湾人
留学生、エミリーを紹介したいと思います。彼女
は私とクラスが違うこともあり、頻繁に会うという
わけではなく、また、これまで一緒に課題などに
取り組んだこともありませんでした。が、なんとい
うか、彼女には美しさと力強さを併せ持ったオー
ラがあって、会うたびにいつも「私ももうちょっと頑
張ろうかな」という気にさせてくれる、とても格好
いい女性です。ちなみに台湾からの留学生は同
学年で、エミリー一人です。  
 
  エミリーは台湾の電子機器メーカーで法人営
業を約7年経験した後に、ESADEにやってきまし
た。パソコンやパソコンの部品を作っている会社
です。エストニアやデンマーク、ハンガリーなど
ヨーロッパを中心とした地域での勤務経験が豊
富で、現地での販売網の構築やマーケティング
などの業務を担当してきました。仕事でよい成果
を上げることができていた一方「もっと、世界を良
い方向に変えるようなインパクトがある仕事がし
たい」という強い思いを抱えていたそうです。そし
て「そのためにはMBAの学位やビジネスマネジメ
ントの知識が必須だ」と考え、彼女はキャリアを
中断する決意をしました。  
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 当初は卒業後の進路で具体的なことは考えてい
なかったようですが、「やはりテクノロジーには世界
を変える力がある」と思いテック系の企業への転職
を希望しています。  
 
  「例えばGoogleの技術があれば、例えば南米ボ
リビアの小さな町にいても情報にアクセスができ、
かつ世界中の人がその町について知ることができ
ます。例えばその町を宣伝をしたり観光ツアーを
作ったりして、町やそこに住む人々の発展の手助
けをすることもできるでしょう」。こういったビジネス
に彼女はとても興味があるそうです。エミリーに
とって仕事は「ギブアンドテイク」。自分の知識や経
験を生かして人の役に立ちたいという一方で、仕
事を通じて自分自身も成長させたい、という考えが
根本にあります。  
 
  あっという間に必修期間が終わろうとしている
MBAですが、「自分が想像していた以上のものを
得られている」とエミリーは感じています。これまで
も全く異なる文化圏でさまざまな国籍の人たちと一
緒に仕事をしてきた経験から、「国際的な環境」と
いう意味ではさほど期待していなかったそうです。
ただ、「背景も考え方も価値観も問題の解決方法
も、MBAに来た目的も人生の目的も違うクラスメー
トと交流し、彼らを知り彼らから学ぶことがとても刺
激になっている」と話してくれました。  
 
  必修期間の最後、6月には「マスタープロジェク
ト」という2週間にわたる課題があります。クラスは
関係なく自主的に4人のチームを作って取り組むの
ですが、この最後の最後の機会でエミリーと同じ
チームで学べることになりました。どんなチーム
ワークを発揮できるか、今からとても楽しみです。  
 
文・写真／竹本恵 
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 旺文社では『蛍雪時代』、小学館では看板教
育誌『総合教育技術』に２０年以上にわたり執筆
した。小学館には、教育課程改定の解説記事を
書くため、日曜に横浜駅近くのホテルに缶詰め
にされたこともあった。 
 そうした流れのなかで、入試改革について、旺
文社の社員研修、名古屋・河合塾の職員研修で
話をした。旺文社にはほかに、高松、広島、福岡、
千葉などでの講演を頼まれた。福岡での私の出
番は午後一番。昼休みに、フグを食べに行こうと
誘いを受け、有名な店でごちそうになった。ただ、
出番を控えていた私だけはアルコールなしで
あった。 
 

 千葉の臨海部のホテルで開かれた講演会で
は、慶応義塾塾長・石川忠雄の前座だった。日
教組の依頼で、高知に出かけた。日教組傘下に
も校長会がある。珍しい存在だが、その研修会
の講師にということであった。終わった後の宴席、
校長会長の隣に座らされ、参加者が次々に酒を
つぎにやってくる。何しろ酒好きの多い町。こりゃ
たまらんと思っていたら、会長がお膳の手前に
容器を置き、そこでおちょこを空にするという裏
技を教えてくれた。 
 兄一夫の新潟第一師範・附属国民学校時代
の恩師だった太田英一新津市立小学校長会長
から、広域の校長会の研修会に招かれ、文部行
政、日教組の裏事情などについて１時間あまり
お話ししたことがあった。文教関係で大きな出来
事があると、『週刊文春』『週刊新潮』の編集者
から取材の電話が入る。締め切りの関係で、決
まって土・日の夕食時。せっかくの料理が冷めて
しまうということがたびたびだった。 
 

・付き合った大臣は奥野成亮から３３人 
 日本新聞協会の時期を含め、付き合った文部
大臣・文部科学大臣は３３人。奥野成亮にはじ
まり、三原朝雄、永井道雄、海部俊樹、砂田重
民、内藤誉三郎、谷垣専一、田中龍夫、小川平
二、瀬戸山三男、森喜朗、松永光、藤尾正行、
塩川正十郎、中島源太郎、西岡武夫、石橋一弥、
保利耕輔、井上裕、鳩山邦夫、森山真弓、赤松
良子、与謝野馨、島村宣伸、奥田幹生、小杉隆、
町村信孝、有馬朗人、中曽根弘文、大島理森、
遠山敦子、河村建夫、中山成彬まで。 
 谷垣は自民党幹事長を務めた禎一の父、小川
は宮澤喜一・元総理の伯父、保利は元衆院議
長・茂の長男、鳩山は日ソ国交回復を実現した
一郎・元総理の孫、中曽根は昨年亡くなった康
弘・元総理の長男だ。 
 前出の永井は７４年の三木武夫内閣発足に伴
い、文部大臣に。教育社会学を専門とし、京都
大学教育学部助教授、東京工業大学教授、朝
日新聞社論説委員を経ての就任だった。民間人
の閣僚起用は５８年、岸内閣で外務大臣に就い
た藤山愛一郎以来、１７年ぶり。何しろ日教組の
教研集会で講師を務めたことがあり、槙枝元文・
日教組委員長が歓迎談話を発表するなどしてい
たから、その振る舞いが注目された。 
 文相退任後、彼は時折、記者会に顔を出した。
入口に最も近くに位置するわが社のボックスに
必ず立ち寄り、よもやま話をしていくのだった。ド
ナルド・キーンは彼の無二の親友であり、彼につ
いての話をよく聞かされた。 
 永井には、文部記者会との懇談の席で、大正
から昭和にかけての政治家、父・永井柳太郎の
演説の声色を聞かせてもらったことがある。 
 声色と言えば海部俊樹。彼は、田中角栄がか
つて海部を応援してくれた街頭演説の物まねが
十八番だった。 
 

・文相経験者から総理になった海部と森 
 田中龍夫は、２７年から２９年に首相を務めた
田中義一の長男。右からの教科書攻撃真っ盛り
の時の文相で、国会でどう追及されても「立派な
教科書を作ります」の一言で通した。彼からは、 

後援会の機関紙に寄稿を頼まれ、１面に大きな記
事を書いてあげたことがある。名だたる健啖家で、
誘われて韓国料理を食べに行ったことも。クラブの
数人が、彼とジビエ料理を食べに行き、腹を壊さな
かったのは大臣だけだったという話がある。８０年
政界を引退し、あとを河村健夫に譲る。河村には、
地盤だけでなく軍資金までつけてやったという。 
 塩川正十郎は、私のいとこ、長野耕治と慶応の
経済学部で同期。耕治はずっと、同期会の幹事を
務めていた。塩川は気短で、「瞬間湯沸かし器」と
言われていたが、そうした場面に出くわしたことは
なかった。大臣就任の日、現金３００万円を総務課
長に渡し、「適当に使ってくれ」という。総務課長は
塩川が大臣から外れた時、そっくりそのまま返した
と聞いた。 
 

 鳩山邦夫はいい加減なところがあって、公務が
あっても日本シリーズを見ていて遅れてくる、出張
先では公務があるといって早々に、趣味のチョウ
チョのコレクションを見に行く、といった具合だった。 
 上記の中に、後に総理になった人が２人いる。福
田武夫内閣などで２回文相の職にあった海部俊樹
と、第２次中曽根内閣の森喜朗である。森には、
党の文教部会長をしていた時、院内でインタ
ビューに応じてもらう。その翌日、秘書がオールド
パーを届けてきた。まだ若手だった彼が、インタ
ビューしてもらってありがたいと思ったのだろう。細
かく気を使う人なのだ。そのままもらっておくわけ
にもいかないから、デスクと相談し、インタビュー料
を支払ったのだった。前述のようにシンポジウムで
出会いがあるなど顔見知りだったこともあり、大臣
就任の初会見が終わったところで森は、一番後ろ
にいた私のところに歩み寄り、握手を求めてきた。 
西岡武夫は、文教族として名が知られており、文
部省詰めになったころ、審議されていた「教員の人
材確保に関する法律」以来の仲だった。文相時代
には、独自の学制改革案を推進、わが家に電話を
してくるほどだったが、当然のことながらそれが日
の目を見ることはなかった。 
 

 文部大臣の政務秘書官や護衛官とも仲良くなっ
た。砂田重民文相のときは、菅原通済の子息が政
務秘書官をしていた。砂田文相の護衛官とは、新
宿のスナックで一杯やったことも。ＳＰは一定の基
準があるとかで体格がよく、いざとなれば、弾除け
になることも辞さないと覚悟を語っていた。 
 文相、そして衆院議長をやった坂田道太の政務
秘書官、渡瀬憲明は、かなりの大物で、議員たち
から１目も２目も置かれていた。渡瀬は坂田が引
退すると、その後継として代議士となった。 
 

・左右からの批判にさらされた教科書検定 
 ７６年に最高裁大法廷で出された旭川学テ事件
判決。５６年から６５年にかけて行われた「全国中
学校一斉学力調査」（全国学力テスト）を阻止しよ
うとした教師が公務執行妨害罪などに問われた事
件である。国家が教育に介入することは違憲とな
るかどうかが争われ、「国家も必要かつ相当と認
められる範囲で、教育内容を決定する権能を有す
る」としたのが、ポイントだった。教科書検定をめ
ぐっては、左から、そして右からと厳しい批判にさ
らされた。                            
 ８２年、高校歴史教科書の検定で、日本軍の華
北への「侵略」が「進出」に書き換えられた、とする
報道が一斉になされた。これに中国が大きく反発、
国際問題に発展する。社会党の土井たか子は、韓
国大使館に駆け込み、同国の対応を促すというこ
とをしたようだった。 
 当時の文部記者会では、手間のかかる検定取
材について各社分担でチェック、その共同作業の
成果を互いに活用するという慣行が続いていた。 
 実教出版の「世界史」を担当した日本テレビの記
者は「日本軍が華北に『侵略すると…』という記述
が、検定で『進出すると…』に変わった」と報告した
のだ。確認作業を怠った各社の記者により、それ
がそのまま報じられてしまう。 
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・教育関係の出版社から多くの原稿依頼 
 

 ＮＨＫのラジオ番組への出演ということが２回あった。
いずれも教師向けの番組であり、１回目は確か教育
課程改定の話、２回目は学校週５日制のことなどを
話した。注目されていた学校週５日制の実施時期に
ついて、私は９２年度からの実施を明言。９２年９月
から実施され、それが的中するかたちになった。     
 パネル討議にも、何回か出させてもらった。日本教
材学会では、教材としての新聞の有用性について、
全国公立学校教頭会の長崎大会では、文部省の担
当官らと生涯学習について論じた。後者は、聞いてく
れる先生たちが何と３２００余りも。ここでは、江戸時
代の儒学者、昌平坂学問所塾長、佐藤一斎の言葉、
「少にして学べば、則ち壮にして為すことあり。壮にし
て学べば、則ち老いて衰えず。老いて学べば、則ち
死して朽ちず」を、生涯学習の神髄だと話した。 
 さまざまな出版社から、原稿依頼が舞い込む。小学
館、旺文社、ぎょうせい、第一法規、リクルート社、学
習研究社などなど。毎月２０日過ぎが月刊誌の締め
切りになっていて、そのあたりの週末は決まって原稿
書きに追われる。子供たちは、机に向かう父親の後
ろ姿しか見たことがない、というありさまだった。時間
が足らなくなると、アタッシェケースを机代わりに、通
勤時も書きまくった。もちろん、本業の原稿もである。
幸い、原則１０時出勤だったから、混雑しておらず、
それほどの抵抗感はなかった。帰宅時の原稿書きは、
睡眠時間確保のためでもあった。それによって得ら
れる稿料は、交際費に。暑気払いや忘年会には、校
閲を担当してくれている人たちを招いて、労をねぎら
うなどした。 
 リクルート社が、『カレッジマネージメント』という月
刊誌を創刊した時のこと。編集長からの依頼で、創
刊号に私学助成について長文の論考を書かせても
らったのが懐かしい。同社には進路担当教員向けの
『キャリアガイダンス』という月刊誌があり、これにもよ
く寄稿した。 
 

 ≪目 次≫ 
 第１章 グラフ誌の記者として始動 
 

◆第２章 文部省詰めの記者に転じて 
    （第２章の 会報前６７号続きから） 
     （今号は、第３章までを転載します） 
 

 第３章 新聞協会でＮＩＥ運動旗振り役 
 第４章  家族と40数か国60数回もの旅 
 第5章 新国オープンでオペラの楽しみ 
 第6章  多くの健康問題抱え度重なる入院 
 第7章 １２８円４８銭で無事誕生 
 第8章 師範の附属国民学校に入学 
 第9章 附属小・中学校時代の友人たち 
 あとがき 
 
 
  



が「初等中等教育の改革」、第四部会が「高等
教育の改革」を担当、部会間の意見対立が目
立った。部会の会合が終わると、事務局などが
ある首相官邸前の建物でブリーフィング。夜９
時ころというのが多かった。合宿集中審議とい
うのがあり、休日にも出かけた。８５年から８７
年にかけ４次にわたる答申が出されたが、その
ちょうど折り返し点まで１００回余りのブリーフィ
ング、記者会見に出席した。 
 中山素平とは、これが縁で付き合いができ、
理事長を務めていた新潟県南魚沼市の国際大
学を視察したことがある。同大は、学生のほと
んどが外国人留学生という大学院大学。経済
同友会終身幹事だった中山が中心になり、土
光敏夫（経団連第４代会長）、家内の遠縁の永
野重雄（日本商工会議所第１３代会頭）、水上
達三（日本貿易会第３代会長）、佐々木直（日
本銀行第２２代総裁）など、政財界の有力者が
発起人になって８２年に開学した。中山が定宿
にしていた六日町の文化財的な宿、龍言に宿
泊し、中山の講義を聞かされたり、中山の次に
理事長を務める牛尾治朗と話をしたりしたの
だった。 
 

・平記者から部長級に異例の人事 
 臨教審の審議が進んでいた８６年のこと、そ
の教育情報紙『内外教育』の徳武靖編集長が
定年を前にフリーライターに転ずる。後任には、
「長崎の鐘」の永井隆博士の長男、永井誠一
（４期先輩）あたりかと漠然と考えていた。彼は
文部省に経験があったからだが、３月半ば、編
集長を通じ、編集局長のところに顔を出すよう
にとの伝言。一高から東大美学など東大出身
者が２代続いたポスト、どういうことかと行って
みると、後任編集長の内示であった。実はそれ
より何年か前、編集長から、「編集委員（次長
級）にはいつでも推薦するから」という誘いが
あった。しかし「お願いします」などという気はさ
らさらない。「編集委員は減収委員（平記者より
減収になる）ですから」とやんわり断っていたの
だ。したがって、平記者からいきなり部長級に
異例の人事となった。 
 

 編集長１年生は、人手不足もあり、大変な船
出であった。臨教審はというと、審議開始以来
３年間に、会議６６８回２０８６時間、公聴会１４
回、ヒアリング４８３人、現地視察３４回６３か所
という記録を残し、８７年８月７日に第４次の最
終答申を出して使命を終える。 
 設置期間満了の８月２０日、霞が関ビル３５階、
東海大学のクラブに、委員、政府関係者、取材
に携わったわれわれ報道陣などが一堂に会し、
お別れ会が開かれた。中曽根康弘総理はすこ
ぶるご機嫌だった。 
 記録によると、参加者は、国会議員３５人、ヒ
アリングに協力した教育関係団体３８人、各省
庁関係者１４３人、報道関係者６０人、委員・専
門委員４２人、事務局８０人、計３９８人となって
いる。 
 

 翌８８年にリクルート事件が明るみに。リク
ルート社の江副浩正社長が、リクルートコスモ
ス社の未公開株を、わいろとして配ったという
あの事件である。事務次官ＯＢの諸澤正道・国
立科学博物館長はこれを文部省の「省難」と呼
んだが、そう呼ぶにふさわしい事件だった。８６
年から８８年にかけて事務次官を務めた高石
邦男は、前述のように懲役２年６月、執行猶予
４年の刑に。高石事務次官時代に官房長を務
めた加戸守行、初中局長だった古村澄一らは、
とばっちりを受けて更迭されてしまった。古村は
次、加戸はその次の事務次官を約束されてい
ただけに、西岡武夫大臣による大ナタは、驚き
をもって迎えられた。                                
 この事件が真っ盛りのころ、朝日の政治部記
者、竹内謙（のちに鎌倉市長）から電話があり、 

 実は、同年の検定で、そうした事実はなかったの
だ。世紀の集団的大誤報である。 
手を焼いた官邸は、８月２６日、「日本は過去に於
いて韓国・中国を含むアジアの国々に多大な損害
を与えた」とする宮澤喜一官房長官談話を発表、文
部省は、過去に改善意見をつけた例があったこと
から反論せず、１１月２４日、教科用図書検定基準
の中に「近隣のアジア諸国との間の近現代の歴史
的事象の扱いに国際理解と国際協調の見地から
必要な配慮がされていること」という近隣諸国条項
を加えて幕となった。 
 この事件以来、この日本テレビの記者の姿を二度
と見ることはなかった。 
 この「侵略・進出」の教科書大誤報事件。これに、
産経新聞の北井良彦は、いち早く１面に「訂正・お
詫び」を書いた。彼らしい実に率直・妥当な対応で
あった。この北井の対応に、「どうやってお茶を濁そ
うか」？と考えていた各社は頭を抱えた。 
 

 朝日はというと、誤報を認めつつも、「問題は文部
省の検定姿勢に」など文部省への責任転嫁論を展
開。毎日も「当初は、これほどの問題に発展すると
予測できず、若干、資料、調査不足により読者に
誤った解釈を与える恐れがある部分もあった」「一
部にせよ、誤りをおかしたことについては、読者に
おわびしなければなりません」としながらも、「ことの
本質は、文部省の検定の姿勢や検定全体の流れ
にあるのではないでしょうか」というありさまだった。 
 私は社会部の記者ではなかったことから幸い、記
者会のこの共同作業に加わっておらず、訂正記事
を書かなくてすんだのだった。 
この時の検定結果の記者レクは午後４時に始まり、
短時間の夕食休憩をはさんで、深夜１時半まで続く
という、記録的なものとなった。厳しい質問に対峙し
たのは、課長補佐、佐々木正峰（のちに文化庁長
官）ほぼ一人。冷静で優秀な役人だった。 
 

・共通１次の１月実施をいち早くキャッチ 
 大学入試改革、大学共通第１次学力試験導入は、
計画段階から、大きな取材テーマであった。実施時
期を巡っては、１２月実施案と１月実施案があり、１
月実施をいち早くキャッチし、報道することができた。 
 第１回は、７９年１月１３，１４の両日実施された。
私たちは、東京・駒場の大学入試センターに終日詰
め、取材に当たった。この日はあいにくの雪で、各
地でトラブル続出だった。 
 

 ７７年から８２年、初代の大学入試センター所長を
務めたのが加藤陸奥雄。東北大学長を６年務めた
後、このポストに就いた。週末になると仙台の自宅
に帰り、月曜に夫人手作りの５日分の総菜を持って
東京へ、という５年間だった。記者たちともいい関係
を築き、退任時には送別会を開いたほど。お返しに
「星砂」についての句を色紙にしたものを頂戴した。 
 共通第一次試験制度は、８９年１月まで１１回続
いた。その間、後述する臨教審答申に基づき、リ
フォームの検討が進められる。それによって大学入
試センター試験が誕生し、各大学の２次試験改革
も進められた。 
 国立大学協会で入試を所管する第二常置委員会
の委員長が、小学校、高校の先輩、猪初男新潟大
学長であった。彼からは、大学入試センター試験の
導入に伴う第２次試験改革についての情報を得た
のだった。 
 ８１年４月の人事異動で、新任の中学校課教科調
査官・飯利雄一の名が目に留まる。高校時代の物
理の教師と同じ名前だ。会ってみるとやはり恩師そ
の人。彼は１０歳年上だが私が教わった５年後３３
歳で県教委の指導主任となり、さらに５年後、千葉
県の教師に転じて、県教育センターの科学研究部
長から文部省入りしたのであった。文部省では、８
７年に専門職として課長級の視学官に。教育課程
改定時には、何かとお世話になった。 
 日教組の取材では、教育研究全国集会が毎年１、
２月に各地で開催され、４日間出張という決まりも
のがあった。どの分科会も、火の気が乏しい体育 

館が会場だ。手がかじかんでメモが取れないほどの
寒さの中での長時間の取材だから、防寒具にはい
ろいろ知恵を絞った。オーバーズボンは暖かい。靴
を履いたまま校舎に上がれる大きな靴カバーは、家
内が工夫して作ってくれた。そのころ買った白金懐
炉は、いまだ健在だ。 
 ７４年、山形市で開催された時のこと。到着したば
かりの毎日新聞論説委員が、駅頭で転倒して骨折、
そのまま東京に舞い戻る。その後、産経新聞の論説
委員も同様に。雪国育ちの私には、凍てつく道もさ
ほどのことはなかった。 
７８年１月２６日からは、沖縄で開催され、那覇市に
隣接する浦添市の学校で毎日、教育課程分科会の
論議を聞いた。２９日に閉会後、私的に久米島に出
かけた。面白かったのは、同島にある鳥島という集
落。鳥島で噴火があった際に、避難してきた人たち
が住んでいるのだといい、他の島民との交流がなく、
言語もまるで異なるということであった。 
 

・臨教審ブリーフィング会見に１００回余り 
 国会は、衆参両院の文教委員会を中心に取材し
た。国会に行くときは、記者バッチをつけ、通用門で
車の窓から記者記章帯用証を見せると簡単に入れ
てくれる。カバンなどはなるべく持っていかない方が
いい。持ち物検査が厄介なのだ。私は、取材ノート
（大学ノート）だけを持っていくことにしていた 
 衆院の文教委員会では、共産党の山原健二郎が、
時折、私の記事を手に質問。   
同党の書記局からは「教育課程改定について話を
聞かせてくれないか。一席設けるから」との電話で、
むろん即座に断ったが、それにしても「一席設ける」
には驚いた。公明党の某議員からは「私が質問した
のに、なぜ関連質問のことだけ書くのか」とイチャモ
ン。ひとえにニュース性がなかったからで、「何をバ
カなことを」と思いながらも、相手を傷つけないよう対
応したのであった。 
 ある時、のちに民主党幹部になる石井一の秘書が、
文部省の紹介でやってきた。石井が、幼稚園教育に
ついて講演をしなければならないので、レクしてほし
いという。記者会見室の片隅で、たっぷり１時間、話
をしてやった。                               

 ８４年３月、私は衆議院の第１委員室にいた。第１
委員室は予算委員会など５０人規模の委員会を開く
部屋。中曽根総理主導で、教育改革に取り組むた
め、臨時教育審議会設置法が審議されていたの
だった。 教育基本法に関する質問が投げかけられ、
森文部大臣が答弁に窮する場面があった。かなりの
難問。初中局長の高石邦男が、「はい、はい」と手を
挙げる。彼は、答弁席までの間、どう答えるか考え
をまとめ、切り抜けたのだった。 
 

 高石は衆院選出馬を目指したが、事務次官を退官
した後、リクルート事件で刑事罰を受けることに。２０
０２年、最高裁で懲役２年６月、執行猶予４年、追徴
金２２７０万円が確定。 高石の長女の夫は、福田淳
一財務省事務次官だ。 
 高石とはかなり親しくしていて、事務次官時代には
頻繁に次官室を訪ねた。彼から「暑気払いをしよう」
と誘われ、朝日の山岸駿介にも声をかけ、３人で新
潟料理を楽しんだことがある。むろん割り勘である。
刑事訴追された後、風の便りで、会わないかとの話
が聞こえてきたが、それはできなかった。  
 第１委員室の記者席は狭い。国会中継をするテレ
ビカメラの真下である。机もベンチも確か３人分ずつ
作り付け。ベンチの奥に入るには、通路に近い方に
座っている記者に少し前に動いてもらい、ベンチの
背もたれに沿って土足で入るしかない。なんとも驚く
構造だった。 
 この臨教審設置法が成立。８月２１日、首相官邸
のボールルームで第１回総会が開かれ、会長に京
都大学長を務めた岡本道雄、副会長に興銀の中山
素平、慶応義塾塾長の石川忠雄という布陣が決
まった。４つの部会が置かれ、審議がスタート。第一
部会が「二十一世紀を展望した教育の在り方」、第
二部会が「社会の教育諸機能の活性化」、第三部会 
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・「必然」だったゆとり路線からの回帰 
 教育課程の基準、学習指導要領はおおよそ１０
年に１回改訂される。９８年に告示される学習指
導要領案について、有馬朗人・中教審会長と、論
説委員・解説委員などが懇談。席上、この改訂で
またゆとり路線を継承することに、疑問を持って
いた私は、本当にいいのだろうかと有馬会長に投
げかける。理科など教科によっては、２回の改定
で指導事項が半分近くに減ってしまうことを危惧
したのである。同調する人はなかったが、その次
の改定で、ゆとり路線から回帰することになるの
は、必然であった。 
 こうした会合はたびたび開かれた。記録によると、
８６年１２月９日にホテルオークラで総理府青少年
対策本部の論懇が開かれている。８６年版青少
年白書と、青少年問題審議会意見具申「２１世紀
に向けての青少年の健全育成の在り方」がテー
マで、民放を含む１５人が出席している。 
 

 ８７年８月には、国立大学協会の呼びかけで「昭
和６４年以降の入試に関する懇談会」が開かれて
いる。国立大学の入試は、８７年度に受験機会の
複数化などを実施、その改善について意見を聴く
場であった。文教問題懇談会から各社論説委員・
解説委員など１０人、国大協から会長の森亘東大
学長、副会長の田中郁三東工大学長、熊谷信昭
大阪大学長、入試担当の丸井文雄愛知教育大学
長さらに西島安則京大学長もという顔ぶれだった。 
 

 ８８年、「教員の資質向上策」として、初任者研
修制度の創設などを内容とする関連法改正案が
国会に提出された。この時は日教組教育新聞に
頼まれ 永井順国・読売新聞論説委員らと座談会
に出席、それが同紙に見開き２ページで報じられ
た。私は、硬直化した日教組に、「柔軟姿勢を期
待したい」などと話した。 
 

 日本の初等中等教育のレベルは高い。それは、
先生たちの資質、教育課程の基準に根差してい
るといっていい。米国でこんなニュースがあった。 
米・レーガン政権による１９８３年の全米審議会報
告書『Ａ Ｎａｔｉｏｎ ａｔ Ｒｉｓｋ(危機に立つ国家)』は、
それまで米国教育界を支配してきた「凡庸」主義
を徹底的に批判し、教育における「優秀性」を達
成することを国家的使命として宣言する、というの
である。そのころ、アメリカの成人のうち約２３００
万人は､日常の読み､書き､理解のテストで機能的
非識字者｡現在でも 全米で３０００万人（成人の１
４％）が単純な日常的識字活動ができないという
データがある。こうした状況から、教員養成の改
善､教職をもっと報酬の多い､尊敬される職業にす
ることを提言したのであったが、その後はどうであ
ろうか。当時のデータによると、教員の給与は、郵
便配達に従事する人たちと配管工の間くらいで、
夏休みには給与は出ない。最近の米国労働省統
計局の調査によると、全米の平均年収が５６８万
円、それに対し小・中学校教師の年収は６７７万
円に過ぎない。米国の教師のレベルを上げるの
は容易なことではない。 
 

・楽しかった岩間英太郎事務次官との懇談 
 文部省では、特攻の生き残りで、主任制問題を
片付けた岩間英太郎事務次官（のちに日本体育
大学学長）、課長時代に教科書無償を実現した諸
澤正道事務次官（のちに国立科学博物館館長）、
担当局長として中国との教科書問題に対処した
鈴木勲文化庁長官（のちに国立教育研究所長）、
教育助成局長時代に初任者研修を実現させた加
戸守行官房長（のちに国立劇場理事長、公立学
校共済理事長）、担当局長として学校週５日制を
導入した坂元弘直事務次官（のちに国立博物館
理事長）、大学人では、先に触れた有馬朗人東京
大学学長（のちに文部大臣、中教審会長、理化学
研究所理事長）のほか、高村象平・元慶応義塾塾
長（のちに教育課程審議会会長、中教審会長）ら
と交流できたのは幸せだった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『アエラ』の記者に裏話を聞かせてやってくれない
かという。私は、やってきた女性記者に、話してや
るほどのものを持っていなかったのだが、オフレコ
の条件をつけたうえで、加戸にかかわるある事実
を話してやった。ところが、あろうことか、この記者
は、それを記事にしてしまったのだ。これは、記事
にしないことを当然の前提に加戸から聞いていた
ものである。事情を加戸に話すタイミングもなく数
か月が過ぎていく。ある晩、古村や加戸と懇談した
時のこと。古村が「あれは、高橋さんから出たのだ
ろう」という。いいチャンスとばかりに、事情を説明
し、１件落着となった。いくらオフレコの条件付きと
いえ、こうしたことを口外してはいけなかったのだ。
大きな教訓となった。 
 

・局総務として７つのメディアを統括 
 あれは８９年のこと。新企画として、教育に関す
る時の法律問題を優しく解説した連載ものが考え
られないかと、親しくしていた菱村幸彦・初中局長
に知恵を借りに行く。そこで出てきたのが、「教育
法規アラカルト」。毎回１ページを割いて、１つの
テーマで易しく、面白く解説する。菱村と、下村哲
夫筑波大教授に執筆をお願いし、その後筆者を
徐々に広げ、とても好評だった。これは、『教育の
眼・法律の眼 話題で読む教育法規』と題する単行
本になっている。 
 

 高校歴史教科書『新日本史』（三省堂）の執筆
者・家永三郎が起こした教科書訴訟は、８９年から
９７年にかけて、決着を見た。三つもあるからやや
こしいが、つまるところ、「教科書検定は憲法違反」
とする家永側の主張に、最高裁は「一般図書とし
ての発行を何ら妨げるものではなく、発表禁止目
的や発表前の審査などの特質がないから、検閲
にあたらない」とし、検定制度は合憲とした上で、
原告の主張の大半を退け、家永側の実質的敗訴
が確定した。ただ、検定内容の適否については、
一部家永側の主張を認め、国側の裁量権の逸脱
があったとしたのだった。 民事訴訟の勝ち負けを
見るときに、民事訴訟法は訴訟費用を「敗訴の当
事者の負担とする」としているから、原告・被告の
負担割合を見ると分かりやすいというのが“生活
の知恵”だった。 
 ９４年１１月のこと。取締役会の誤った判断で、創
刊したばかりの週刊誌をわずか６号で休刊という、
大きな問題が発生する。毎週、編集局会というの
があり、部長たちが局長から、取締役会の決定な
どについて説明を聞き、やりとりする。事実上の廃
刊、取締役は１０％～２０％の報酬削減、という取
締役会の決定に対し、だれも何も発言しないのだ。
私は、この程度でお茶を濁すことにどうしても我慢
できなかった。私だけが、その程度の責任の取り
方ですべてか、と畳みかける。気まずい空気が流
れる。そんなことがあって９か月後の人事であり、
驚いた。 
 

 ９５年８月、編集局総務を兼務することになる。編
集局長と各部長・部長級の人たちの間に、局次長
と局総務がおり、守備範囲が広い編集局長の仕
事を分担して取り扱う。私には、７つのメディアを統
括する仕事が加わった。この人事があった翌年４
月のこと。政治部長が官邸から受け取った招待状
を届けてくる。橋本龍太郎総理大臣主催の「桜を
見る会」。各社の編集局デスククラスに招待がある
ようであった。家内と二人、新宿御苑のこの集まり
に出かけた。入口は正門とは全く別で、千駄ヶ谷
駅から近い東側の、いつもは閉じられている大き
な門からであった。仕事の関係で昼前には家内を
残して帰社するというあわただしさだったが、何は  
ともあれ、“奥さん孝行”ができたのはよかった。 
 当時の招待者は１万人ほど。親しかったのは、
文部事務次官時代、中国との教科書問題で苦労
した三角哲生夫妻だけであった。 
 週１回、編集局長、局次長、局総務が話し合う
「編集局会」がある。９６年の１１月。その日は地方
に提供する新年原稿の企画が議題であった。 
 

 担当部長が、中心企画として挙げたのが、そのころ
売れっ子だったヤオハンジャパン会長・和田一夫へ
のインタビューだった。私は無性に気になった。彼は、
ある宗教団体と深いつながりがある。「抹香臭いから、
外した方が無難ではないか」という私に賛同者があり、
別の人物に差し替えることに決まった。 
 それから間もなくのこと、ヤオハンは転換社債大量
発行による安易な資金調達を利用した過剰投資で、
事実上の倒産に追い込まれた。問題は別のところに
あったのだが、結果的にいい判断だったのだ。 
 

・奈良文化財研究所、奈良先端大 
              などに視察の旅 
 大きな発表があると、文部省は、事前に各社の論
説委員・解説委員クラスを集めて意見交換をする。
通称「論懇」という。小・中・高校の４年先輩である、
永井梓読売新聞論説委員も文教担当で、こうした会
合にご一緒した。その後、長く、夕刊のコラム「よみう
り寸評」を執筆した方である。 
 論説委員などの集まり、文教問題懇談会はさまざ
ま活動をする。８８年、「なら・シルクロード博覧会」が
奈良市で開催された時のこと。この年、私は、ＮＨＫ
の永井多恵子解説委員（のちに副会長）らとともに、
懇談会の幹事をしていたのだが、広報担当者からの
勧めもあり、視察旅行に出かけたのだった。視察先
は、同博のほか、奈良文化財研究所、奈良先端科学
技術大学院大学、鳴門教育大学、京都市の公立小
学校、桂離宮、修学院離宮、京都御所など。その折
も、永井梓読売新聞論説委員と一緒だった。 
 

 視察には、平記者時代、文教問題懇談会のメン
バー時代を通じて、さまざまなところへ行った。建設
途上の筑波大、三鷹の国立天文台、大パラボラアン
テナの電波望遠鏡がある野辺山の国立天文台、南
極観測の国立極地研究所、東京商船大・東京水産
大（２００３年に東京海洋大として統合）、長岡技術科
学大、東京農工大、東京芸術大、国立中央青年の家、
国立久里浜養護学校（現・筑波大附属久里浜特別支
援学校）など数え上げればきりがない。北海道大の
低温科学研究所や国立民族学博物館、高知大など
は単独か少数で見せてもらった。 
 

 国立民族学博物館では、インカの出土品だったか
と思うが、私の目はごくごく小さな「顔」にくぎ付けにな
る。近くの大阪万博記念公園にある岡本太郎作「太
陽の塔」の「顔」の一つとそっくりなのだ。案内してくれ
たスタッフと、思わず顔を見合わせてしまった。 
 ９８年、東京大学総合研究博物館を視察した時だっ
たと記憶する。生命工学の大物教授に話を聞いた。
それによると、人間の長命を決める遺伝子はもっぱ
ら母親からもたらされるもので、父親に決定権はない
というものだった。 ９０年代前半の東京芸大視察で
は、横山大観、平山郁夫など首席で卒業した人たち
の卒業制作を見せてもらった。学長との懇談で平山
は、美術学部卒業生の就職の困難性について語っ
ていたが、今日では音楽学部の方が難しいと聞く。 
 その１０年ほど前の視察は、ちょうど黛敏郎らの呼
びかけで奏楽堂の再生・保存が問題になっている時
であった。奏楽堂は、東京音楽学校の演奏会場とし
て１８９０年に建設されたが、見る影なく、荒れ果てて
いた。 
 懇談の席で、高名な建築家である美術学部長の清
家清に、芸大の建築科と工学部の建築科の差異を
聞いたら、いわば芸大は日本橋、工学部はその上を
横切る高速道路だと話してくれた。奏楽堂もまた、芸
大の建築科が扱うべきものであったろう。清は、慶応
義塾長を長く務めた経済学者、篤の父である。 
 東京文化財研究所を訪ねたときのこと、付置されて
いた黒田（清輝）記念館を見せてもらった。彼の代表
作である「読書」（１８９１年）、「舞妓」（１８９３年）、３
枚組の裸婦像「智・感・情」（１８９９年）、「湖畔」（１８９
７年）など代表作がすべて見られる。素晴らしい展示
であったことから、後日、附属小・中学校時代の同期
会、日比谷会のメンバーを誘い、学芸員の説明付き
で鑑賞させてもらった。現在、同館は、東京国立博物 
館の付属施設になっている。 
 
 

  （１５ ） 
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ることができたのも、いわば余禄である。 
 何人かの恩師から、本を書いたから紹介してほし
いとの依頼があり、私のメディアだけでなく、親しく
付き合っていた朝日新聞社会部の山岸駿介・編集
委員などに頼んで、記事にしてもらった。 
 国民学校１年の時の担任、渡辺義平・新発田市教
育長からは「市に文化会館を建てるのに、起債枠が
必要だが、それには文化庁の補助金が必要だ」と
のことで、文化部長に力を貸してもらった。 
 中学校時代の音楽教師、今井誠一・全日本吹奏
楽連盟理事長からは、「全日本吹奏楽コンクールの
課題曲の著作権料が大きな負担になっている。何と
かならないか」との相談。課題曲は、参加校のすべ
てが演奏するから、この１曲の権料負担が会運営
の重しになっているというのだ。文部省官房長を最
後に退官し、親しくしていた加戸守行・音楽著作権
協会理事長（のちに愛媛県知事）に陳情し、５０％オ
フにしてもらうことで決着した。 
 

 イギリスの作曲家ベンジャミン・ブリテンに、「パー
セルの主題による青少年のための管弦楽入門」と
いう作品がある。初演は、戦後間もない１９４６年の
こと。楽器を学ぶには、またとない教材だ。恩師は、
ＬＰが出てまだ間がなかった時期に、これをいち早く
入手し、聞かせてくれた。後年、全日本吹奏楽連盟
のトップになるのだから、並の音楽教師ではなかっ
たのだろう。 
 このポストに付随した仕事に、教育奨励賞事務局
の仕事があった。都道府県指定都市毎に１校を選
び、その教育実践を支社・総支局の記者が記事にし
て、それをもとに教育学者などが審査。毎年２～３
校に100万円を贈るほか、数１０校を表彰する。11月
初めに文部大臣に来てもらい、日本記者クラブなど
で表彰式、パーティーを執り行う。本業の傍ら、これ
をスムーズに進めるのはなかなかの苦労であった。 
 

 一民間企業の顕彰事業にそうそう付き合ってはく
れない。それまで培った人脈を生かして、表彰行事
の出席者を１００人以上の規模に拡大した 
９７年のこと、そのパーティーに、『内外教育』の５０
周年記念を合わせた祝宴を開催した。この時は、当
時、理化学研究所理事長だった有馬朗人が、出張
先からあいさつに駆け付けてくれるなど、著名な方
たちが顔をそろえてくれた。 
 私が昼食に出るのは１時過ぎ。日比谷図書館の
前あたりで、国会方面からやってくる有馬とよく出会
う。そして楽しい会話。なつかしい思い出だ。 
 

 毎年、１月上旬に社の新年互例会が催される。会
場は帝国ホテルの宴会場。その日の午後には、経
団連など経済３団体共催の新年祝賀パーティーが
あり、その主要参加者が夕刻そっくりそのまま顔を
出してくれるという寸法だ。招待客の相手をするた
め、たびたび駆り出された。文部大臣や官房長官を
務めた森山真弓とは、柔道の事故で亡くなった彼女
の長男に、陶芸の教材撮影で協力してもらったこと
があるとか、彼女が関係する日本カメラ博物館の敷
地（千代田区一番町）が、私の大叔父・小山九一
（元昭和石油社長）の屋敷があったところだといった
話をした覚えがある。 
 

・ＮＩＥの専門委員として新たな活動 
 日本新聞協会が８９年、新聞を教育に活用するＮＩ
Ｅ（Ｎｅｗｓｐａｐｅｒ ｉｎ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ）運動の取り組みを
始める。編集局長からよばれ、協会に専門委員会
が設置されるから、その専門委員になるよう指示さ
れる。会議に出てみると、現場に声をかければ、簡
単についてきてくれるくらいに考えている人たちが
多かった。販売の人たちは、部数増に利用しようと
いう考え方だ。 
 私は「将来のいい読者を育てるくらいの気持ちで
気長に取り組まないと」と話した。そして、「やり方は
３つ。研究指定校を設ける、手引書を作る、研究大
会を開催する、これを柱に進めていこう」と提案し、
その提案通りに進行。４つの専門部会に分かれてこ
れらの事業が大きく進み、一定の成果を上げている。 
 定年まであと５年ほどというタイミングであったろう 
 
 
  

 鈴木勲は温厚な人柄で、仕事ぶりは手堅く、就
いたポストに必ず「名・・・」がつくといわれた。坂元
弘直はというと、目から鼻に抜けるような人物で、
判断力、決断力に優れていた。 
 文部省の３階に、大臣室や事務次官室、記者会
がある。岩間は、夕方になると手洗いのついでに
記者会に顔を出し、飲みに来ないかと誘う。「岩間
バー」と名がつくほどに、記者たちはよく、夜の次
官室を訪ねた。岩間は、焼酎が好きで、ウイス
キーは苦手。「ふろおけ」に一つ貯めていた到来物
のウイスキーを、みんなにすべて飲ませたと話し
ていた。彼は、２コマ続きのマンションに住んでい
て、一つのふろは使わないから、ウイスキー入れ
にしていたのである。 
 事務次官にはいろいろな誘いがかかるが、岩間
は「君たちと話す方が面白い」と言って、「岩間
バー」での懇談を続けた。 
 次官退任のときには、記者たちが大規模な送別
会を催した。彼はその後、国立競技場を管理する
団体の監事、さらに日本体育大の学長を務めたが、
そこにもＮＨＫ社会部の山本肇らとたびたびお邪
魔して、酒を酌み交わした。 
 事務次官室で飲んだ日のこと。帰り支度をして１
階のエレベーターホールに降りると、さっきまで次
官室に一緒にいた大新聞政治部のＮ記者が、エレ
ベーター前で大の字になって寝ているではないか。   
 記者仲間にはこういう豪傑はいるものだ。この記
者は、特ダネを取るため、大蔵省印刷局に、浮浪
者に変装して忍び込んだことがあると話していた。 
 岩間とは、７６年の６月、埼玉県飯能市の久邇カ
ントリークラブで、ゴルフをしたことがある。記者会
からは私のほか毎日、読売、ＮＨＫ,フジテレビの記
者が参加、文部省幹部５人とプレーしたのだった。 
 
 

・高村象平元慶応義塾塾長と格別の付合い 
 教育課程審議会や中央教育審議会の会長を務
めた、高村象平・元慶応義塾塾長とは、格別の付
き合いさせていただいた。実に洒脱な人であった。
慶応の経済学者で、学生時代には福沢諭吉と面
識があり、文相を務めた高橋誠一郎と、私が姻戚
関係であったことも関係したかもしれない。誠一郎
のことは後述する。 
 高村象平中教審会長に、新年企画のインタ
ビューをした時のこと。適当な場所がないので、中
教審を担当している官房審議官の部屋を借りて、
１時間たっぷり話を聞いた。終わって記者会の席
に戻り、取材メモを整理していると、加戸守行総務
課長から電話。高村会長が、学校給食無用論を
ぶったそうだが、会長の了解を得るから書かない
でくれという。どうやら審議官室の片隅にいた有能
な秘書が、ご注進に及んだらしかった。私は、その
無用論にくみする者でもないし、やむを得ない、
しっかり貸しを作って、受け入れたのだった。 
 彼からは、こんな話を聞いた。入試面接で、ばか
に右寄り、体制的なことばかりを言う者と出会う。
あとで、親が料亭の主人であることを知って納得し
たと。卒業式を控え、下痢に悩まされる。やむなく、
おしめをつけて卒業証書を渡したと。大学の教師
がその“立場”を利用して教え子と結婚することな
ど許されないとも。彼は私たちを「○○君」と呼ん
だ。とても耳障りがよかった。 
 高村とは、鈴木勲大臣官房審議官、読売・社会
部の山田寛と４人で、赤坂の天ぷら屋で食事をし
たことがあった。銀座の交詢社で何回か水割りを
ごちそうになった。交詢社は明治初期、まだ「社
交」という言葉がそれほど使われていなかった時
代に、福澤諭吉の提唱により設けられた、日本最
古の社交機関である。階段の踊り場に、諭吉の大
きな油彩全身像が掲げられていたのが印象的
だった。 
 

・小・中時代の恩師たちの依頼に応える 
 文部省を担当して以来、毎年、小・中・高校の各
校長会が主催する研究大会を取材するため、全
国各地に出かけた。そこで恩師たちにお目にかか 
 

か、ＮＩＥの仕事をやっていたころ母校から、マスコ
ミ論、新聞論について講義してくれないかという話
があった。頭の体操にと１年分のシラバス（講義
要目）を作成したりもした。村上政敏編集局長（の
ちに社長）に、週１回、講義に行くことを認めてく
れないかと頼んでみたが、残念ながら見送らざる
をえなかった。これが実現していれば、その後の
人生は大きく変わっていただろうに、と思う。 
 ９８年８月３０日から２日間、仙台市で開かれた
第３回ＮＩＥ全国大会で「ＮＩＥはいま—２００２年の
新教育課程に向けて」をテーマにパネルディス
カッションが行われ、司会を務める羽目になる。こ
れが全国すべての日刊紙に１ページ建てで報じ
られる。顔写真付きであった。この年の１月５日に
兄が、３月３０日に母が、相次いで亡くなり、この
記事を見せることはかなわなかった。 
 

 この前年の９月１９日昼過ぎ、珍しく兄・一夫か
らの電話。胃がんの告知を受けたから、新潟大学
医学部のいい先生を紹介してほしいという。早速、
文部省の医学教育課に依頼し、新潟大学医学部
附属病院の事務部長に手はずを取ってもらった。
９月３０日入院、１０月９日手術。スキルス胃がん
だった。スキルス胃がんは粘膜から隆起すること
なく、粘膜の下をはうように広がっていく。初期で
は自覚症状がほとんどないのが特徴で、発見さ
れた時には、胃の粘膜の下で胃全体に広がって
いることがしばしばあるというのだ。 
 １１月２２日、主治医の説明を受けたが、すでに
ウィルヒョウ転移があり、早ければあと１，２か月
だと。これは、胃がんなどが左鎖骨の上のくぼみ
にあるリンパ節に転移することである。２４日に一
応退院させるということであった。 
 手術がうまくいったと思っている兄には、「体の
調子を見ながら、当面やれることはやっておいた
方がいい」というのが精いっぱいだった。１２月２
日に家の近くの病院に再入院、 大みそかに外泊
帰宅していた。 
 

 私は年初、見舞いに行き、そのままホテル滞在
に。１月５日朝６時半ころ連絡があり、兄のもとに
向かう途中、６時５０分に亡くなった。兄が社長を
務める会社の会議室を借りて葬儀の準備を進め
る。葬儀には、８００人ほども来てくれただろうか。
交友関係が広く、中には海外からという人もいた。 
日本新聞協会の会議で一緒だった新潟日報のデ
スク、中・高校の３年後輩である塩沢拓夫に、死
亡記事を出してほしいと頼むと、兄が新潟市の産
業振興関係団体の副会長をしていたこともあり、
立派な記事を書いてくれた。 
 

 その２か月余り後、３月２１日、家内とともに母を
訪ね、私が宿泊した宿で夕食をともにする。妹夫
婦にも誘いをかけ、ブリのしゃぶしゃぶを楽しんだ
のだった。帰ってからも、２５日夜と２８日朝に、母
と長電話。この母との食事、長電話は大切なもの
となった。 
 ３０日に編集局会から自席に戻ると、レイアウト
など編集の実務を担当しているスタッフ、辻村則
子が「新潟にすぐに電話を」と。連絡をとると、母
が３時過ぎにふろに入ったところ心臓発作に襲わ
れ、「病院に運んだが、手遅れだった」という。死
亡時刻は１７時３分であった。留守中の手はずを
整え、翌朝１番で新潟に向かい、母と対面。美し
い顔だった 
 葬儀には、文部大臣や文部事務次官、東京国
立博物館館長などから花や弔電を頂戴したの
だった。 
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